
令和６年３月

令和５年度 文化人材バンク

学校出前講座
～ おかやま子どもみらい塾 ～

報 告 書

岡山県・公益社団法人岡山県文化連盟



　「文化人材バンク学校出前講座～おかやま子どもみらい塾～」事業は、子どもたちが文化に親しみ、文化
への関心をもつきっかけづくりとするための事業です。岡山県からの委託を受けた公益社団法人岡山県文化
連盟が企画運営を行い、学校出前講座を実施することで、文化活動の裾野拡大と将来の地域文化の担い手育
成に努めています。
　学校出前講座の伝統文化部門（箏曲、茶道、水墨画など）では、延べ16分野、延べ99校の利用が、一般芸
術文化部門（合唱、話し方、対話型鑑賞法など）では、延べ12分野、延べ50校の利用がありました。
　なお、事業実施にあたり、格別のご支援をいただきました公益財団法人福武教育文化振興財団様に深甚な
る感謝の意を捧げます。

美作市立美作中学校（吹奏楽） 倉敷市立乙島小学校（対話型鑑賞法）岡山市立御野小学校（選択・華道）

備前市立三石小学校（和太鼓） 岡山市立幡多小学校（選択・銭太鼓）矢掛町立三谷小学校（デザイン）

岡山市立山南学園（映像） 井原市立県主小学校（話し方）井原市立出部小学校（箏曲・尺八）

笠岡市立大井小学校（七宝） 笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校(着付け)岡山市立蛍明小学校（現代詩）

岡山市立西大寺小学校（造形表現） 総社市立清音小学校（合奏）倉敷市立児島小学校（選択・水墨画）
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■令和５年度学校出前講座利用状況■

【伝統文化部門　全99講座】

【市町村別講座数】

【一般文化芸術部門　全50講座】

（講座）
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■
伝
統
文
化
部
門
■

【
箏
曲
】

（
行
政
順
・
日
程
順
）

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

地
域
住
民
で
も
あ
る
講
師
に
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
た
け
べ
学
習
発
表
会
」
で
保
護
者
や
地
域
住
民
の
前
で
生
徒
と
共
演
す
る
姿
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
邦
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
。

建
部
中
学
校

講
　
師

三
上
　
之
華

対
象
者

1
～
3年
生
96
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
25
日
（
水
）
13
：
45
～
15
：
15
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
26
日
（
木
）
10
：
00
～
11
：
40

内
　
容

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
1
～
3年
生
の
縦
割
り
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
希
望
者
に
邦
楽
の
指
導
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
建
部
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で
全
校
生
徒
と
保
護
者
・
地
域
住
民
に
披
露
し
た
。

成
　
果

講
師
に
共
演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
に
な
っ
た
。
ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
箏
曲
を
テ
ー
マ
に
し
た
調
べ
学
習
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
背
景
や
箏
曲
の
す
ば
ら

し
さ
が
全
生
徒
に
も
伝
わ
っ
た
。
建
部
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
は
す
ば
ら
し
く
、
保
護
者
・
地
域
住
民
に
も
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
に
お
け
る
邦
楽
体
験

岡
山
中
央
小
学
校

講
　
師

安
立
　
裕
子
、
栗
坂
　
祐
子

対
象
者

4年
生
11
8名

日
　
時

令
和
5年
12
月
6日
（
水
）
8：
50
～
12
：
30

内
　
容

・
楽
器
説
明
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
「
さ
く
ら
舞
曲
」
の
演
奏
を
鑑
賞

成
　
果

実
際
に
演
奏
す
る
こ
と
で
箏
の
音
色
や
音
色
か
ら
広
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
講
師
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
よ
い
経
験
と
な
っ
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

「
日
本
の
音
楽
に
つ
な
が
ろ
う
」
の
題
材
の
入
り
口
と
し
て
和
楽
器
の
体
験
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
映
像
を
使
っ
た
鑑
賞
よ
り
も
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
日
本
音
楽
へ
の
関
心
や
意
欲
が
高
ま
る
と
考
え
る
。

旭
操
小
学
校

講
　
師

木
村
　
倫
子

対
象
者

4年
生
98
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
14
日
（
木
）
8：
50
～
11
：
40

内
　
容

・
鑑
賞
と
箏
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
く
　
　
　
・
3人
1組
に
な
っ
て
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
を
す
る
　
　
　
・
ク
ラ
ス
単
位
で
同
じ
内
容
を
3回
実
施

成
　
果

・
分
か
ら
な
い
、
で
き
な
い
子
ど
も
に
は
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
　
　
　
・
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
初
め
て
演
奏
し
た
り
、
生
の
演
奏
を
聞
け
た
り
す
る
機
会
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
意
欲
的
に
参
加
し
て
い
た
。

・
箏
の
生
の
音
色
に
日
本
音
楽
の
良
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

4
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
に
お
い
て
箏
曲
の
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
箏
曲
や
邦
楽
の
楽
し
さ
に
触
れ
た
り
、
理
解
を
深
め
た
り
す
る
。

財
田
小
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

5年
生
71
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
14
日
（
木
）
8：
55
～
12
：
25

内
　
容

・
箏
に
つ
い
て
の
説
明
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
演
奏
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験

成
　
果

事
前
に
箏
曲
の
鑑
賞
を
し
て
い
た
が
、
生
で
の
演
奏
に
感
動
し
て
い
た
。
講
師
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
演
奏
で
き
た
。
貴
重
な
体
験
を
し
て
、
箏
に
興
味
を
も
っ
た
児
童
も

み
ら
れ
た
。

5
岡
山
市
立

目
　
標

第
4学
年
音
楽
科
の
単
元
「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
で
の
学
習
で
実
際
に
箏
に
触
れ
、
音
色
を
味
わ
う
こ
と
で
我
が
国
に
伝
わ
る
楽
器
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
。

開
成
小
学
校

講
　
師

児
仁
井
　
直
美

対
象
者

4年
生
21
名

日
　
時

令
和
6年
1月
15
日
（
月
）
9：
40
～
10
：
25

内
　
容

①
自
己
紹
介
　
　
　
②
「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
③
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
鑑
賞
　
　
　
④
演
奏
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」　
　
　

成
　
果

・
箏
を
演
奏
す
る
に
あ
た
っ
て
の
作
法
、
演
奏
の
仕
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
・
少
し
ず
つ
自
分
で
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

箏
の
基
本
的
な
知
識
を
、
実
際
に
箏
に
触
れ
て
音
を
出
し
た
り
曲
を
弾
い
た
り
す
る
体
験
を
通
し
て
確
か
な
も
の
と
し
、
和
楽
器
の
音
や
和
の
音
づ
く
り
に
親
し
む
。

妹
尾
小
学
校

講
　
師

栗
坂
　
祐
子

対
象
者

4年
生
69
名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
16
日
（
火
）
9：
40
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
1月
17
日
（
水
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
箏
の
し
く
み
や
弾
き
方
に
つ
い
て
の
説
明
（
簡
単
な
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
）　
　
　
・
講
師
に
よ
る
生
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験

成
　
果

写
真
や
動
画
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
箏
に
触
れ
、実
際
に
音
を
出
す
こ
と
で
、和
楽
器
に
対
す
る
興
味
が
広
が
り
、知
識
も
深
ま
っ
た
。
2日
に
渡
っ
て
実
施
し
た
の
で
、ど
の
子
も「
さ
く
ら
さ
く
ら
」を
最
後
ま
で
弾
く
こ
と
が
で
き
、

満
足
そ
う
だ
っ
た
。
昨
年
に
比
べ
て
、
自
分
の
成
長
を
感
じ
て
い
る
児
童
も
い
た
。
講
師
の
生
演
奏
か
ら
、
箏
の
音
色
の
魅
力
や
和
の
音
階
や
曲
の
よ
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
本
当
に
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

7
岡
山
市
立

芳
田
小
学
校

目
　
標

め
っ
た
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
箏
の
響
き
や
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
鑑
賞
し
た
り
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
の
良
さ
に
気
付
い
た
り
、
和
楽
器
に
興
味
や
関
心
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

4年
生
69
名

日
　
時

令
和
6年
1月
25
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
箏
の
説
明
（
各
部
の
名
称
、
演
奏
方
法
、
爪
の
つ
け
方
、
座
り
方
、
楽
譜
の
読
み
方
）　
　
　
・
講
師
に
よ
る
演
奏
鑑
賞
（「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
ア
レ
ン
ジ
曲
）　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験

・
ミ
ニ
発
表
会
（
ま
と
め
と
し
て
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
全
員
で
演
奏
）

成
　
果

子
ど
も
た
ち
は
箏
体
験
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
、
生
の
演
奏
に
触
れ
感
動
し
て
い
た
。
集
中
し
て
練
習
を
し
て
、
ほ
ぼ
全
員
の
児
童
が
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
弾
い
て
み
た
い
と
興

味
を
も
つ
子
が
多
か
っ
た
。

8
岡
山
市
立

目
　
標

箏
の
演
奏
を
鑑
賞
し
た
り
、
箏
を
演
奏
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

東
疇
小
学
校

講
　
師

荒
川
　
智
子

対
象
者

5年
生
70
名

日
　
時

令
和
6年
1月
25
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
箏
生
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
質
疑
応
答

成
　
果

生
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、
箏
に
対
す
る
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
し
て
み
る
こ
と
で
、
音
を
出
す
難
し
さ
や
演
奏
者
の
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
心
に
響
く
学
習
と
な
っ
た
。

9
岡
山
市
立

目
　
標

箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
や
和
楽
器
に
興
味
を
も
っ
た
り
、
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
田
小
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

4年
生
12
6名

日
　
時

令
和
6年
2月
14
日
（
水
）
8：
50
～
12
：
30

内
　
容

箏
の
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
体
験
を
行
っ
た
。
講
師
に
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
練
習
を
行
い
、
学
級
全
体
で
演
奏
を
行
っ
た
。

成
　
果

実
際
に
聞
い
た
り
、
演
奏
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
箏
の
本
物
の
音
色
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

10
倉
敷
市
立

目
　
標

箏
に
つ
い
て
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
の
名
前
や
演
奏
の
仕
方
を
知
る
。

水
島
小
学
校

講
　
師

森
　
祥
子

対
象
者

4年
生
15
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
17
日
（
金
）
8：
40
～
10
：
20
　
　

内
　
容

・
講
師
の
範
奏
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
練
習
　
　
　
・
楽
器
と
歌
の
コ
ラ
ボ
演
奏

成
　
果

箏
の
音
色
に
興
味
を
持
ち
、
取
り
組
む
こ
と
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

11
倉
敷
市
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
に
触
れ
、
音
色
を
味
わ
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
に
伝
わ
る
楽
器
へ
興
味
・
関
心
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

富
田
小
学
校

講
　
師

仲
達
　
泉
、
木
村
　
倫
子

対
象
者

4年
生
81
名

日
　
時

令
和
6年
1月
24
日
（
水
）
9：
35
～
12
：
25

内
　
容

2人
で
１
面
の
箏
を
使
用
し
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
。
先
生
方
の
演
奏
を
聞
く
（
箏
、
三
味
線
）。

成
　
果

2人
で
協
力
し
、
集
中
し
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
箏
の
音
色
の
美
し
さ
を
感
じ
、
楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
箏
以
外
に
三
味
線
、
三
線
に
も
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

12
倉
敷
市
立

上
成
小
学
校

目
　
標

音
楽
科
の
題
材
「
日
本
の
音
楽
で
つ
な
が
ろ
う
」
に
お
い
て
、
CD
や
D
V
D
で
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
生
の
箏
の
音
色
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
箏
の
演
奏
法
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
全
員
が
箏
の
演
奏
を
体
験
し
「
さ

く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

講
　
師

仲
達
　
泉

対
象
者

4年
生
68
名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
30
日
（
火
） 
13
：
40
～
15
：
20
　
　
　
②
令
和
6年
2月
6日
（
火
） 
13
：
40
～
15
：
20

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
生
演
奏
「
花
は
咲
く
」
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
基
本
的
な
奏
法
の
指
導
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
指
導
（
姿
勢
や
弦
を
爪
で
弾
く
奏
法
、
リ
ズ
ム
や
呼
吸
に
つ
い
て
）

・
全
員
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
合
奏

成
　
果

・
生
の
演
奏
を
目
の
前
で
聞
く
こ
と
で
、
箏
の
音
色
や
奏
法
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
演
奏
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
を
惹
か
れ
て
い
た
。
　
　
　
・
箏
の
奏
法
を
知
り
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
自
分
の
音
だ
け
で
な
く
周
り
の
音
に
も
耳
を
傾
け
箏
の
音
色
や
響
き
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

13
倉
敷
市
立

目
　
標

箏
に
親
し
み
、
演
奏
す
る
。

第
二
福
田
小
学
校

講
　
師

森
　
祥
子

対
象
者

4年
生
12
5名

日
　
時

①
令
和
6年
2月
7日
（
水
）
9：
35
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
6年
2月
13
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
35

内
　
容

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
す
る
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
演
奏
「
春
の
海
」
を
鑑
賞

成
　
果

日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
で
あ
る
箏
の
特
徴
や
、
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
箏
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
そ
の
良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
が
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
発
表
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

－ 4 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

7
岡
山
市
立

芳
田
小
学
校

目
　
標

め
っ
た
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
箏
の
響
き
や
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
鑑
賞
し
た
り
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
の
良
さ
に
気
付
い
た
り
、
和
楽
器
に
興
味
や
関
心
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

4年
生
69
名

日
　
時

令
和
6年
1月
25
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
箏
の
説
明
（
各
部
の
名
称
、
演
奏
方
法
、
爪
の
つ
け
方
、
座
り
方
、
楽
譜
の
読
み
方
）　
　
　
・
講
師
に
よ
る
演
奏
鑑
賞
（「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
ア
レ
ン
ジ
曲
）　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験

・
ミ
ニ
発
表
会
（
ま
と
め
と
し
て
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
全
員
で
演
奏
）

成
　
果

子
ど
も
た
ち
は
箏
体
験
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
、
生
の
演
奏
に
触
れ
感
動
し
て
い
た
。
集
中
し
て
練
習
を
し
て
、
ほ
ぼ
全
員
の
児
童
が
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
弾
い
て
み
た
い
と
興

味
を
も
つ
子
が
多
か
っ
た
。

8
岡
山
市
立

目
　
標

箏
の
演
奏
を
鑑
賞
し
た
り
、
箏
を
演
奏
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

東
疇
小
学
校

講
　
師

荒
川
　
智
子

対
象
者

5年
生
70
名

日
　
時

令
和
6年
1月
25
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
箏
生
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
質
疑
応
答

成
　
果

生
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、
箏
に
対
す
る
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
し
て
み
る
こ
と
で
、
音
を
出
す
難
し
さ
や
演
奏
者
の
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
心
に
響
く
学
習
と
な
っ
た
。

9
岡
山
市
立

目
　
標

箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
や
和
楽
器
に
興
味
を
も
っ
た
り
、
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
田
小
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

4年
生
12
6名

日
　
時

令
和
6年
2月
14
日
（
水
）
8：
50
～
12
：
30

内
　
容

箏
の
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
体
験
を
行
っ
た
。
講
師
に
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
練
習
を
行
い
、
学
級
全
体
で
演
奏
を
行
っ
た
。

成
　
果

実
際
に
聞
い
た
り
、
演
奏
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
箏
の
本
物
の
音
色
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

10
倉
敷
市
立

目
　
標

箏
に
つ
い
て
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
の
名
前
や
演
奏
の
仕
方
を
知
る
。

水
島
小
学
校

講
　
師

森
　
祥
子

対
象
者

4年
生
15
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
17
日
（
金
）
8：
40
～
10
：
20
　
　

内
　
容

・
講
師
の
範
奏
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
練
習
　
　
　
・
楽
器
と
歌
の
コ
ラ
ボ
演
奏

成
　
果

箏
の
音
色
に
興
味
を
持
ち
、
取
り
組
む
こ
と
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

11
倉
敷
市
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
に
触
れ
、
音
色
を
味
わ
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
に
伝
わ
る
楽
器
へ
興
味
・
関
心
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
。

富
田
小
学
校

講
　
師

仲
達
　
泉
、
木
村
　
倫
子

対
象
者

4年
生
81
名

日
　
時

令
和
6年
1月
24
日
（
水
）
9：
35
～
12
：
25

内
　
容

2人
で
１
面
の
箏
を
使
用
し
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
。
先
生
方
の
演
奏
を
聞
く
（
箏
、
三
味
線
）。

成
　
果

2人
で
協
力
し
、
集
中
し
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
箏
の
音
色
の
美
し
さ
を
感
じ
、
楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
箏
以
外
に
三
味
線
、
三
線
に
も
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

12
倉
敷
市
立

上
成
小
学
校

目
　
標

音
楽
科
の
題
材
「
日
本
の
音
楽
で
つ
な
が
ろ
う
」
に
お
い
て
、
CD
や
D
V
D
で
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
生
の
箏
の
音
色
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
箏
の
演
奏
法
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
全
員
が
箏
の
演
奏
を
体
験
し
「
さ

く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

講
　
師

仲
達
　
泉

対
象
者

4年
生
68
名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
30
日
（
火
） 
13
：
40
～
15
：
20
　
　
　
②
令
和
6年
2月
6日
（
火
） 
13
：
40
～
15
：
20

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
生
演
奏
「
花
は
咲
く
」
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
基
本
的
な
奏
法
の
指
導
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
指
導
（
姿
勢
や
弦
を
爪
で
弾
く
奏
法
、
リ
ズ
ム
や
呼
吸
に
つ
い
て
）

・
全
員
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
合
奏

成
　
果

・
生
の
演
奏
を
目
の
前
で
聞
く
こ
と
で
、
箏
の
音
色
や
奏
法
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
演
奏
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
を
惹
か
れ
て
い
た
。
　
　
　
・
箏
の
奏
法
を
知
り
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
自
分
の
音
だ
け
で
な
く
周
り
の
音
に
も
耳
を
傾
け
箏
の
音
色
や
響
き
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

13
倉
敷
市
立

目
　
標

箏
に
親
し
み
、
演
奏
す
る
。

第
二
福
田
小
学
校

講
　
師

森
　
祥
子

対
象
者

4年
生
12
5名

日
　
時

①
令
和
6年
2月
7日
（
水
）
9：
35
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
6年
2月
13
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
35

内
　
容

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
す
る
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
演
奏
「
春
の
海
」
を
鑑
賞

成
　
果

日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
で
あ
る
箏
の
特
徴
や
、
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
箏
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
そ
の
良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
が
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
発
表
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

14
瀬
戸
内
市
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
の
音
楽
を
聞
い
た
り
演
奏
し
た
り
す
る
学
習
を
通
じ
て
、
日
本
の
楽
器
や
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
。

国
府
小
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

4年
生
47
名

日
　
時

令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
9：
35
～
11
：
25

内
　
容

・
講
義
…
箏
の
歴
史
・
構
造
・
演
奏
方
法
、
楽
譜
の
読
み
方
　
　
　
・
鑑
賞
…
講
師
演
奏
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」　
　
　
・
実
技
…
13
本
の
絃
を
鳴
ら
す
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
と
合
奏

成
　
果

・
箏
の
音
色
や
響
き
を
味
わ
っ
て
鑑
賞
し
た
り
、
扱
い
方
や
演
奏
の
仕
方
に
気
を
付
け
た
り
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
・
日
本
の
音
楽
に
、
よ
り
興
味
や
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

15
赤
磐
市
立

目
　
標

箏
の
演
奏
を
鑑
賞
し
た
り
、
実
際
に
演
奏
を
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
和
楽
器
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

桜
が
丘
小
学
校

講
　
師

中
川
　
博
子

対
象
者

4年
生
71
名

日
　
時

令
和
6年
2月
2日
（
金
）
13
：
55
～
15
：
35

内
　
容

箏
の
説
明
後
、
二
重
奏
を
鑑
賞
。
そ
の
後
実
際
に
箏
を
演
奏
す
る
体
験
を
し
た
。
座
り
方
や
爪
の
は
め
方
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
後
、
一
本
ず
つ
絃
を
弾
い
て
音
の
確
認
を
し
、
交
代
し
な
が
ら
練
習
し
、
最
後
に
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
し
た
。

成
　
果

箏
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
も
演
奏
す
る
こ
と
も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
授
業
前
は
不
安
な
児
童
が
多
数
い
た
が
、
最
初
の
演
奏
で
箏
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
。
二
人
に
一
面
の
箏
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
交
代
し
な
が
ら
十

分
に
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
通
し
で
演
奏
し
、
達
成
感
を
も
っ
て
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
想
に
「
箏
を
習
い
た
い
」「
箏
が
ほ
し
い
」
と
書
い
た
児
童
が
多
数
い
た
。

16
真
庭
市
立

目
　
標

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
伝
統
文
化
を
体
験
す
る
。

米
来
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

5・
6年
生
12
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
17
日
（
火
）
14
：
00
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
24
日
（
火
）
14
：
00
～
15
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
31
日
（
火
）
14
：
00
～
15
：
00

内
　
容

・
箏
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
や
奏
法
　
　
　
・
回
を
重
ね
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
レ
ベ
ル
の
高
い
楽
譜
を
い
た
だ
き
、
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
む

成
　
果

3回
の
講
座
の
中
で
、
箏
の
音
の
美
し
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
た
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
な
文
化
の
良
さ
や
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

17
真
庭
市
立

目
　
標

5・
6年
生
の
音
楽
の
授
業
に
お
い
て
、
箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
演
奏
を
体
験
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
に
親
し
み
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
。

中
和
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

5・
6年
生
6名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
18
日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
25
日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10

内
　
容

講
義
：
箏
に
つ
い
て
（
楽
器
の
特
徴
や
歴
史
）、
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
に
つ
い
て

実
技
：
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏

成
　
果

日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
で
あ
る
箏
の
特
徴
や
、
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
箏
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
そ
の
良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
が
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
発
表
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

18
真
庭
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
、
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
音
楽
に
親
し
む
と
と
も
に
、
発
表
会
で
の
演
奏
を
目
指
し
、
そ
れ
に
向
け
努
力
す
る
力
を
育
む
。

樫
邑
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

3
～
6年
生
5名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
30
日
（
月
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
1日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
11
月
6日
（
月
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
8日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30

内
　
容

箏
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験

成
　
果

伝
統
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
楽
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
講
師
に
よ
る
一
人
ひ
と
り
の
児
童
へ
の
プ
ラ
ス
の
声
掛
け
に
よ
り
、
児
童
は
自
己
肯
定
感
を
高
め
た
り
、
自
信
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

19
真
庭
市
立

目
　
標

伝
統
文
化
に
触
れ
る
学
習
と
し
て
、
音
楽
の
授
業
を
中
心
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
体
験
だ
け
で
は
な
く
創
作
活
動
の
授
業
を
通
し
て
、
曲
を
仕
上
げ
る
こ
と
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

勝
山
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

6年
生
28
名

日
　
時

①
令
和
5年
12
月
6日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
5年
12
月
7日
（
木
）
10
：
30
～
12
：
10

内
　
容

・
箏
の
伝
統
や
文
化
に
触
れ
る
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
曲
を
指
導
し
て
い
た
だ
く

成
　
果

・
伝
統
文
化
の
一
端
に
触
れ
、
よ
り
理
解
が
深
ま
っ
た
　
　
　
・
音
楽
や
文
化
に
対
す
る
関
心
が
深
ま
っ
た

20
真
庭
市
立

目
　
標

日
本
の
音
楽
の
良
さ
や
和
楽
器
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
聞
い
た
り
、
楽
し
ん
だ
り
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

落
合
小
学
校

講
　
師

三
上
　
之
華

対
象
者

3
～
5年
生
78
名

日
　
時

令
和
6年
1月
16
日
（
火
）
9：
35
～
12
：
20

内
　
容

箏
を
弾
く
と
き
の
座
り
方
や
構
え
方
な
ど
、
基
礎
の
部
分
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
か
ぞ
え
う
た
」
の
練
習
を
通
し
て
、
箏
の
弾
き
方
、
音
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
指
導
も
し
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

箏
を
弾
く
体
験
を
通
し
て
、
和
楽
器
の
美
し
さ
を
味
わ
い
、
楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

21
美
作
市
立

目
　
標

音
楽
の
時
間
に
お
け
る
邦
楽
の
単
元
に
お
い
て
、
実
物
を
見
た
り
、
音
を
聞
い
た
り
、
演
奏
者
の
話
を
聞
い
た
り
と
、
担
任
と
児
童
で
は
で
き
な
い
学
習
を
し
、
理
解
や
興
味
を
深
め
る
。

英
田
小
学
校

講
　
師

中
川
　
博
子

対
象
者

3
～
6年
生
59
名

日
　
時

令
和
6年
2月
20
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
25

内
　
容

・
箏
の
演
奏
を
聞
く
　
　
　
・
楽
器
の
部
分
の
名
前
を
知
る
　
　
　
・
爪
を
つ
け
る
　
　
　
・
音
を
鳴
ら
し
て
み
る
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
す
る

成
　
果

箏
の
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
話
を
し
て
い
た
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
本
物
と
出
合
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
一
音
一
音
、
音
を
出
す
練
習
を
し
た
あ
と
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
に
挑
戦
し
、
最

後
は
一
つ
の
曲
に
な
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
箏
で
『
さ
く
ら
さ
く
ら
』
が
弾
け
た
」
と
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

22
和
気
町
立

目
　
標

・
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
触
れ
る
　
　
　
・
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
（
箏
）
へ
の
興
味
・
関
心
の
向
上

佐
伯
中
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
之

対
象
者

1・
2年
生
23
名

日
　
時

①
令
和
5年
11
月
14
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
21
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
30
　

内
　
容

・
部
位
の
名
称
な
ど
箏
に
関
す
る
知
識
　
　
　
・
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
他
3曲
の
練
習
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
個
人
ま
た
は
、
全
体
で
の
演
奏
発
表

成
　
果

約
10
0分
の
講
座
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
と
感
じ
る
く
ら
い
、
生
徒
が
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。
一
人
一
面
の
箏
を
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
短
時
間
で
生
徒
が
実
感
で
き
る
成
果
が
あ
り
、
と
て
も
良
い

講
座
と
な
っ
た
。

23
早
島
町
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
「
箏
」
に
つ
い
て
知
り
、
音
色
の
良
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
と
り
、
演
奏
の
仕
方
を
知
る
。

早
島
小
学
校

講
　
師

栗
坂
　
祐
子

対
象
者

4年
生
13
9名

日
　
時

令
和
6年
2月
13
日
（
火
） 
9：
40
～
12
：
30
、
13
：
40
～
14
：
25

内
　
容

・
箏
の
し
く
み
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
生
演
奏
の
鑑
賞

成
　
果

箏
に
興
味
を
も
つ
児
童
が
増
え
た
。
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
西
洋
の
楽
器
と
比
較
し
て
、
音
色
や
特
徴
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

24
鏡
野
町
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
や
楽
器
に
触
れ
、
音
色
や
音
楽
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
。

奥
津
小
学
校

講
　
師

定
森
　
智
子
、
中
尾
　
美
鈴

対
象
者

4
～
6年
生
31
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
15
日
（
水
）
10
：
40
～
12
：
20

内
　
容

・
演
奏
を
聞
く
　
　
　
・
楽
器
の
説
明
　
　
　
・
演
奏
体
験

成
　
果

Ｃ
Ｄ
や
動
画
な
ど
で
は
な
く
、
生
の
箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
自
分
自
身
が
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
に
親
し
み
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

【
箏
曲
・
尺
八
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
音
楽
の
良
さ
を
味
わ
い
、
楽
し
む
。
楽
器
に
触
れ
、
音
を
出
す
こ
と
で
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
る
。

岡
山
後
楽
館
中
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
小
山
　
東
洋
子
　
　
　［
尺
八
］
黒
住
　
泰
山

対
象
者

1・
2年
生
15
2名

日
　
時

令
和
5年
11
月
6日
（
月
）
9：
50
～
12
：
40
、
13
：
25
～
14
：
15

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
演
奏
の
鑑
賞
（「
春
の
海
」「
さ
く
ら
さ
く
ら
」）
　
　
　
・
楽
器
説
明
　
　
　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
講
師
と
合
奏
体
験
）

成
　
果

生
徒
は
邦
楽
に
関
心
を
も
ち
、
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
箏
に
触
れ
、
音
を
出
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
箏
を
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
に
親
し
む
。

箕
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
荒
川
　
智
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

6年
生
58
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
30
日
（
木
）
13
：
30
～
15
：
30

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
演
奏
を
鑑
賞
す
る
　
　
　
・
箏
の
演
奏
を
体
験
す
る

成
　
果

日
本
の
伝
統
音
楽
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
伝
統
音
楽
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
よ
う
と
い
っ
た
気
持
ち
を
も
つ
児
童
が
多
く
い
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
と
関
連
さ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
文
化
を
体
験
さ
せ
た
い
。

鯉
山
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

4・
5年
生
62
名

日
　
時

令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
9：
00
～
12
：
00

内
　
容

①
講
師
に
よ
る
演
奏
、
楽
器
の
説
明
　
　
　
②
箏
演
奏
体
験
　
　
　
③
尺
八
演
奏
体
験

成
　
果

体
験
を
通
し
て
「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
と
子
ど
も
た
ち
が
発
言
し
て
い
た
。
本
物
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
た
よ
う
だ
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

21
美
作
市
立

目
　
標

音
楽
の
時
間
に
お
け
る
邦
楽
の
単
元
に
お
い
て
、
実
物
を
見
た
り
、
音
を
聞
い
た
り
、
演
奏
者
の
話
を
聞
い
た
り
と
、
担
任
と
児
童
で
は
で
き
な
い
学
習
を
し
、
理
解
や
興
味
を
深
め
る
。

英
田
小
学
校

講
　
師

中
川
　
博
子

対
象
者

3
～
6年
生
59
名

日
　
時

令
和
6年
2月
20
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
25

内
　
容

・
箏
の
演
奏
を
聞
く
　
　
　
・
楽
器
の
部
分
の
名
前
を
知
る
　
　
　
・
爪
を
つ
け
る
　
　
　
・
音
を
鳴
ら
し
て
み
る
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
す
る

成
　
果

箏
の
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
話
を
し
て
い
た
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
本
物
と
出
合
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
一
音
一
音
、
音
を
出
す
練
習
を
し
た
あ
と
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
に
挑
戦
し
、
最

後
は
一
つ
の
曲
に
な
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
箏
で
『
さ
く
ら
さ
く
ら
』
が
弾
け
た
」
と
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

22
和
気
町
立

目
　
標

・
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
触
れ
る
　
　
　
・
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
（
箏
）
へ
の
興
味
・
関
心
の
向
上

佐
伯
中
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
之

対
象
者

1・
2年
生
23
名

日
　
時

①
令
和
5年
11
月
14
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
21
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
30
　

内
　
容

・
部
位
の
名
称
な
ど
箏
に
関
す
る
知
識
　
　
　
・
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
他
3曲
の
練
習
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
個
人
ま
た
は
、
全
体
で
の
演
奏
発
表

成
　
果

約
10
0分
の
講
座
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
と
感
じ
る
く
ら
い
、
生
徒
が
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。
一
人
一
面
の
箏
を
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
短
時
間
で
生
徒
が
実
感
で
き
る
成
果
が
あ
り
、
と
て
も
良
い

講
座
と
な
っ
た
。

23
早
島
町
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
「
箏
」
に
つ
い
て
知
り
、
音
色
の
良
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
と
り
、
演
奏
の
仕
方
を
知
る
。

早
島
小
学
校

講
　
師

栗
坂
　
祐
子

対
象
者

4年
生
13
9名

日
　
時

令
和
6年
2月
13
日
（
火
） 
9：
40
～
12
：
30
、
13
：
40
～
14
：
25

内
　
容

・
箏
の
し
く
み
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
生
演
奏
の
鑑
賞

成
　
果

箏
に
興
味
を
も
つ
児
童
が
増
え
た
。
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
西
洋
の
楽
器
と
比
較
し
て
、
音
色
や
特
徴
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

24
鏡
野
町
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
や
楽
器
に
触
れ
、
音
色
や
音
楽
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
。

奥
津
小
学
校

講
　
師

定
森
　
智
子
、
中
尾
　
美
鈴

対
象
者

4
～
6年
生
31
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
15
日
（
水
）
10
：
40
～
12
：
20

内
　
容

・
演
奏
を
聞
く
　
　
　
・
楽
器
の
説
明
　
　
　
・
演
奏
体
験

成
　
果

Ｃ
Ｄ
や
動
画
な
ど
で
は
な
く
、
生
の
箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
自
分
自
身
が
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
に
親
し
み
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

【
箏
曲
・
尺
八
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
音
楽
の
良
さ
を
味
わ
い
、
楽
し
む
。
楽
器
に
触
れ
、
音
を
出
す
こ
と
で
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
る
。

岡
山
後
楽
館
中
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
小
山
　
東
洋
子
　
　
　［
尺
八
］
黒
住
　
泰
山

対
象
者

1・
2年
生
15
2名

日
　
時

令
和
5年
11
月
6日
（
月
）
9：
50
～
12
：
40
、
13
：
25
～
14
：
15

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
演
奏
の
鑑
賞
（「
春
の
海
」「
さ
く
ら
さ
く
ら
」）
　
　
　
・
楽
器
説
明
　
　
　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
講
師
と
合
奏
体
験
）

成
　
果

生
徒
は
邦
楽
に
関
心
を
も
ち
、
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
箏
に
触
れ
、
音
を
出
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
箏
を
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
に
親
し
む
。

箕
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
荒
川
　
智
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

6年
生
58
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
30
日
（
木
）
13
：
30
～
15
：
30

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
演
奏
を
鑑
賞
す
る
　
　
　
・
箏
の
演
奏
を
体
験
す
る

成
　
果

日
本
の
伝
統
音
楽
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
伝
統
音
楽
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
よ
う
と
い
っ
た
気
持
ち
を
も
つ
児
童
が
多
く
い
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
と
関
連
さ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
本
物
の
文
化
を
体
験
さ
せ
た
い
。

鯉
山
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

4・
5年
生
62
名

日
　
時

令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
9：
00
～
12
：
00

内
　
容

①
講
師
に
よ
る
演
奏
、
楽
器
の
説
明
　
　
　
②
箏
演
奏
体
験
　
　
　
③
尺
八
演
奏
体
験

成
　
果

体
験
を
通
し
て
「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
と
子
ど
も
た
ち
が
発
言
し
て
い
た
。
本
物
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
た
よ
う
だ
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

4
岡
山
市
立

目
　
標

古
く
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
伝
統
楽
器
の
音
色
や
曲
を
聞
い
た
り
、
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
。

雄
神
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
児
仁
井
　
直
美
　
　
　［
尺
八
］
黒
住
　
素
山

対
象
者

4年
生
10
名

日
　
時

令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
10
：
30
～
12
：
00

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
曲
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
と
尺
八
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
　
　
　
・
全
員
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
合
奏

成
　
果

事
前
に
音
楽
の
授
業
で
箏
や
尺
八
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
が
、
生
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
音
の
出
し
方
、
音
色
に
よ
り
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
日
本
の
音
楽
、
楽
器
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

5
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
の
音
楽
・
楽
器
を
通
し
て
日
本
の
文
化
に
親
し
む
。

平
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

4年
生
51
名

日
　
時

令
和
6年
1月
16
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
30

内
　
容

①
講
師
紹
介
　
　
　
②
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
③
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験
　
　
　
④
質
問

成
　
果

長
年
に
わ
た
り
、
箏
・
尺
八
を
愛
好
し
、
技
を
磨
き
続
け
て
い
る
人
の
演
奏
や
話
を
聞
く
こ
と
で
、
日
本
の
楽
器
や
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
た
ち
で
音
を
出
せ
た
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

箏
や
尺
八
の
楽
器
演
奏
を
目
の
前
で
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
音
色
や
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
い
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

宇
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
、
菅
田
　
章
喜
　
　
　［
尺
八
］
藤
原
　
匠
山
、
佐
藤
　
秧
山
、

対
象
者

5年
生
14
2名

日
　
時

令
和
6年
1月
17
日
（
水
）
8：
55
～
12
：
35

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
楽
器
の
説
明
　
　
　
・
楽
器
体
験
（
尺
八
は
持
た
せ
て
い
た
だ
く
の
み
）　
　
　
・
鑑
賞
「
春
の
海
」
な
ど

成
　
果

生
演
奏
を
間
近
で
聞
く
こ
と
で
、
音
色
の
美
し
さ
や
ひ
び
き
、
演
奏
者
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
初
め
て
楽
器
に
触
れ
る
児
童
も
お
り
、
講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
、
興
味
を
持
っ
た
り
達
成
感
、
充
実
感
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

7
岡
山
市
立

目
　
標

箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
を
身
近
に
感
じ
、
興
味
や
関
心
を
も
た
せ
る
。

加
茂
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
菅
田
　
章
喜
　
　
　［
尺
八
］
藤
原
　
匠
山

対
象
者

5年
生
38
名

日
　
時

令
和
6年
1月
19
日
（
金
）
10
：
40
～
12
：
10

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
「
春
の
海
」
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
・
尺
八
の
演
奏
体
験
　
　

成
　
果

授
業
で
鑑
賞
し
た
「
春
の
海
」
の
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
和
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
演
奏
体
験
を
し
、
音
を
出
せ
た
と
き
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
た
り
、
音
を
出
す
こ
と
の
大
変
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

8
岡
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
音
楽
・
文
化
へ
の
興
味
や
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
表
現
の
豊
か
さ
を
味
わ
う
。

陵
南
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
、
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山
、
黒
住
　
素
山
（
26
日
の
み
）

対
象
者

5年
生
13
8名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
25
日
（
木
）
8：
50
～
12
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
１
月
26
日
（
金
）
8：
50
～
12
：
30

内
　
容

・
箏
、
尺
八
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
の
演
奏
体
験
　
　
　
　
　

成
　
果

実
際
に
本
物
の
楽
器
や
生
の
音
に
触
れ
、
好
奇
心
を
も
っ
て
主
体
的
に
話
を
聞
い
た
り
、
感
想
を
述
べ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
演
奏
体
験
を
通
し
て
、
そ
の
難
し
さ
や
日
本
の
伝
統
文
化
の
よ
さ
を
味
わ
っ
た
。

9
岡
山
市
立

目
　
標

5年
生
音
楽
の
「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
の
題
材
の
中
で
、
箏
と
尺
八
の
体
験
学
習
を
行
う
こ
と
で
、
日
本
の
文
化
の
良
さ
に
気
付
き
、
邦
楽
の
学
習
を
深
め
て
い
き
た
い
。

操
南
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
木
村
　
倫
子
　
　
　［
尺
八
］
松
本
　
惷
山

対
象
者

5年
生
10
6名

日
　
時

令
和
6年
1月
26
日
（
金
）
9：
35
～
12
：
20

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
鑑
賞
（
15
分
）　
　
・
2グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
尺
八
・
箏
の
演
奏
体
験
（
15
分
）

成
　
果

・
演
奏
を
生
で
聞
い
た
り
、
実
際
に
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
箏
と
尺
八
に
よ
り
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

・
初
め
て
楽
器
に
触
れ
る
児
童
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
、
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

10
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
を
演
奏
し
、
音
色
を
楽
し
む
。

大
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
　
　
　［
尺
八
］
黒
住
　
素
山
、
井
藤
　
侃
山

対
象
者

4年
生
56
名

日
　
時

令
和
6年
2月
15
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35
　
　
　

内
　
容

箏
・
尺
八
の
体
験
授
業

成
　
果

尺
八
は
な
か
な
か
音
が
出
ず
大
変
だ
っ
た
が
、
音
が
出
た
と
き
の
喜
び
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
自
分
の
出
す
音
と
CD
と
の
違
い
を
感
じ
た
よ
う
だ
っ
た
。

－ 7 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

11
倉
敷
市
立

目
　
標

4年
生
の
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
箏
や
尺
八
の
演
奏
を
体
験
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
楽
器
に
親
し
み
、
日
本
の
音
楽
を
愛
す
る
心
情
を
育
て
る
。

船
穂
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
仲
達
　
泉
　
　
　［
尺
八
］
井
藤
　
侃
山

対
象
者

4年
生
77
名

日
　
時

令
和
5年
6月
20
日
（
火
） 
8：
40
～
12
：
25

内
　
容

・
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
説
明
と
奏
法
の
説
明
を
聞
き
、
講
師
に
よ
る
「
春
の
海
」
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
で
の
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
演
奏
体
験

成
　
果

・
箏
や
尺
八
の
音
色
を
生
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
伝
統
楽
器
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
箏
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
を
体
験
し
、
絃
の
硬
さ
や
ふ
る
え
を
指
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

・
事
前
に
覚
え
て
い
た
の
で
、
講
師
の
伴
奏
と
合
わ
せ
て
演
奏
で
き
達
成
感
を
感
じ
た
児
童
が
多
か
っ
た

12
倉
敷
市
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

第
五
福
田
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
森
　
祥
子
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

5年
生
28
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
10
日
（
金
）
10
：
50
～
12
：
20

内
　
容

講
師
に
よ
る
演
奏
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
春
の
海
」
を
鑑
賞
し
、
楽
器
の
歴
史
や
材
質
な
ど
を
学
び
、
演
奏
体
験
。
最
後
に
質
疑
応
答
と
感
想
発
表
。

成
　
果

生
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
楽
器
へ
の
興
味
を
も
っ
た
り
、「
で
き
た
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

13
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
。

中
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

5年
生
15
2名

日
　
時

令
和
5年
12
月
15
日
（
金
）
9：
35
～
12
：
25
、
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

・「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
曲
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
体
験

成
　
果

箏
・
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
楽
器
の
音
を
出
し
て
み
る
体
験
を
通
し
て
、
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
、
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

14
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
見
た
り
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

菅
生
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

6年
生
66
名

日
　
時

令
和
6年
1月
11
日
（
木
）
9：
35
～
11
：
30

内
　
容

・
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
・
楽
器
、
楽
曲
の
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
て
、
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
音
を
出
す
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
、
も
っ
と
演
奏
し
て
み
た
い
、

音
が
出
せ
る
先
生
は
す
ご
い
と
い
う
児
童
の
声
が
あ
っ
た
。

15
倉
敷
市

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
生
で
聞
い
た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

西
阿
知
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
澄
之
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

6年
生
19
6名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
11
日
（
木
）
9：
35
～
12
：
25
　
　
　
②
令
和
6年
1月
16
日
（
火
）
9：
35
～
12
：
25

内
　
容

・
箏
と
尺
八
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
楽
器
に
つ
い
て
の
話
　
　
　
・
箏
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
演
奏
体
験
（
音
の
出
し
方
、
吹
く
体
験
）

成
　
果

・
間
近
で
箏
と
尺
八
の
演
奏
を
鑑
賞
し
、
日
本
の
音
楽
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
楽
器
の
お
も
し
ろ
さ
や
難
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

16
倉
敷
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
に
お
け
る
邦
楽
体
験
（
箏
・
尺
八
）

赤
崎
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

5年
生
65
名

日
　
時

令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
13
：
50
～
15
：
30

内
　
容

①
演
奏
鑑
賞
、
楽
器
の
説
明
　
　
　
②
実
技
体
験
（
箏
、
尺
八
を
半
数
で
交
互
に
）　
　
　
③
質
問
、
感
想
発
表

成
　
果

「
春
の
海
」
の
生
演
奏
で
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
箏
や
尺
八
の
演
奏
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
尺
八
は
、
音
を
出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
和
楽
器
へ
の
興
味
や
関
心
が
深
ま
っ
た
。

17
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
。

大
高
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
、
湊
　
紀
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

6年
生
16
6名

日
　
時

令
和
6年
1月
15
日
（
月
）
9：
35
～
12
：
25
、
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

・「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
つ
い
て
の
楽
器
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
体
験

成
　
果

・
演
奏
を
聞
い
た
り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
や
和
楽
器
に
興
味
を
も
ち
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が
わ
い
た
　
　
　
・
演
奏
の
仕
方
や
い
ろ
い
ろ
な
奏
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

－ 8 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

11
倉
敷
市
立

目
　
標

4年
生
の
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
箏
や
尺
八
の
演
奏
を
体
験
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
楽
器
に
親
し
み
、
日
本
の
音
楽
を
愛
す
る
心
情
を
育
て
る
。

船
穂
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
仲
達
　
泉
　
　
　［
尺
八
］
井
藤
　
侃
山

対
象
者

4年
生
77
名

日
　
時

令
和
5年
6月
20
日
（
火
） 
8：
40
～
12
：
25

内
　
容

・
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
説
明
と
奏
法
の
説
明
を
聞
き
、
講
師
に
よ
る
「
春
の
海
」
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
で
の
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
演
奏
体
験

成
　
果

・
箏
や
尺
八
の
音
色
を
生
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
伝
統
楽
器
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
箏
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
を
体
験
し
、
絃
の
硬
さ
や
ふ
る
え
を
指
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

・
事
前
に
覚
え
て
い
た
の
で
、
講
師
の
伴
奏
と
合
わ
せ
て
演
奏
で
き
達
成
感
を
感
じ
た
児
童
が
多
か
っ
た

12
倉
敷
市
立

目
　
標

日
本
の
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

第
五
福
田
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
森
　
祥
子
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

5年
生
28
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
10
日
（
金
）
10
：
50
～
12
：
20

内
　
容

講
師
に
よ
る
演
奏
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
春
の
海
」
を
鑑
賞
し
、
楽
器
の
歴
史
や
材
質
な
ど
を
学
び
、
演
奏
体
験
。
最
後
に
質
疑
応
答
と
感
想
発
表
。

成
　
果

生
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
楽
器
へ
の
興
味
を
も
っ
た
り
、「
で
き
た
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

13
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
。

中
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

5年
生
15
2名

日
　
時

令
和
5年
12
月
15
日
（
金
）
9：
35
～
12
：
25
、
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

・「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
曲
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
体
験

成
　
果

箏
・
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
楽
器
の
音
を
出
し
て
み
る
体
験
を
通
し
て
、
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
、
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

14
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
見
た
り
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

菅
生
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

6年
生
66
名

日
　
時

令
和
6年
1月
11
日
（
木
）
9：
35
～
11
：
30

内
　
容

・
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
・
楽
器
、
楽
曲
の
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
て
、
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
音
を
出
す
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
、
も
っ
と
演
奏
し
て
み
た
い
、

音
が
出
せ
る
先
生
は
す
ご
い
と
い
う
児
童
の
声
が
あ
っ
た
。

15
倉
敷
市

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
生
で
聞
い
た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

西
阿
知
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
澄
之
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

6年
生
19
6名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
11
日
（
木
）
9：
35
～
12
：
25
　
　
　
②
令
和
6年
1月
16
日
（
火
）
9：
35
～
12
：
25

内
　
容

・
箏
と
尺
八
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
楽
器
に
つ
い
て
の
話
　
　
　
・
箏
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
演
奏
体
験
（
音
の
出
し
方
、
吹
く
体
験
）

成
　
果

・
間
近
で
箏
と
尺
八
の
演
奏
を
鑑
賞
し
、
日
本
の
音
楽
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
楽
器
の
お
も
し
ろ
さ
や
難
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

16
倉
敷
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
に
お
け
る
邦
楽
体
験
（
箏
・
尺
八
）

赤
崎
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

5年
生
65
名

日
　
時

令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
13
：
50
～
15
：
30

内
　
容

①
演
奏
鑑
賞
、
楽
器
の
説
明
　
　
　
②
実
技
体
験
（
箏
、
尺
八
を
半
数
で
交
互
に
）　
　
　
③
質
問
、
感
想
発
表

成
　
果

「
春
の
海
」
の
生
演
奏
で
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
箏
や
尺
八
の
演
奏
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
尺
八
は
、
音
を
出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
和
楽
器
へ
の
興
味
や
関
心
が
深
ま
っ
た
。

17
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
。

大
高
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
、
湊
　
紀
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

6年
生
16
6名

日
　
時

令
和
6年
1月
15
日
（
月
）
9：
35
～
12
：
25
、
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

・「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
つ
い
て
の
楽
器
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
体
験

成
　
果

・
演
奏
を
聞
い
た
り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
や
和
楽
器
に
興
味
を
も
ち
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が
わ
い
た
　
　
　
・
演
奏
の
仕
方
や
い
ろ
い
ろ
な
奏
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

18
倉
敷
市
立

目
　
標

参
加
し
た
児
童
が
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
を
も
ち
、
箏
や
尺
八
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

葦
高
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
森
　
祥
子
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

4年
生
13
7名

日
　
時

令
和
6年
2月
5日
（
月
）
8：
45
～
12
：
30

内
　
容

・
箏
と
尺
八
に
よ
る
合
奏
「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
、
尺
八
の
音
色
を
味
わ
っ
て
聞
き
、
奏
法
を
学
ん
で
演
奏
す
る
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

19
倉
敷
市
立

玉
島
小
学
校

目
　
標

本
物
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
和
楽
器
の
音
色
の
良
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
箏
の
爪
の
つ
け
方
や
箏
に
対
し
て
の
身
体
の
構
え
方
、
手
の
位
置
、
音
を
鳴
ら
す
と
き
の
コ
ツ
な
ど
、
基
本
的
な
演
奏
の
仕
方
を
知

り
、
箏
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

4年
生
75
名

日
　
時

令
和
6年
2月
6日
（
火
）
8：
45
～
12
：
05

内
　
容

講
師
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
演
奏
。
箏
と
尺
八
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
説
明
と
基
本
的
な
奏
法
の
説
明
。
箏
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
一
人
一
面
で
15
分
程
の
間
に
一
通
り
演
奏
し
た
。
尺
八
は
名
前
の
由

来
や
歴
史
、
指
使
い
の
説
明
後
、
練
習
用
の
尺
八
を
一
人
一
本
で
息
を
入
れ
て
音
を
出
す
練
習
を
し
た
。

成
　
果

「
春
の
海
」
の
演
奏
を
じ
っ
と
見
て
、
一
生
懸
命
鑑
賞
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
実
際
に
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
、
箏
で
は
い
い
音
を
出
す
た
め
に
は
強
く
弾
く
こ
と
や
、
絃
の
数
字
を
手
が
か
り
に
弾
く
こ
と
、
柱
を
動
か
す
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
な
音
階
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。
尺
八
で
は
音
を
出
す
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
、首
を
動
か
し
て
音
の
出
し
方
を
変
え
る
こ
と
、気
温
に
よ
っ
て
ピ
ッ
チ
が
変
わ
る
こ
と
な
ど
、リ
コ
ー

ダ
ー
と
同
じ
縦
吹
き
で
も
全
く
違
う
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。
実
際
に
触
れ
る
こ
と
で
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
感
想
も
見
ら
れ
、
親
し
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

20
津
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
、
日
本
の
音
楽
の
良
さ
を
感
じ
と
る
。

加
茂
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

4年
生
17
名
、
5年
生
23
名

日
　
時

令
和
5年
7月
5日
（
水
）
10
：
45
～
12
：
25

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
に
つ
い
て
の
話
　
　
　
・
楽
器
の
演
奏
体
験

成
　
果

生
演
奏
の
音
や
動
き
に
感
銘
を
受
け
、
真
剣
に
見
て
い
た
。
ま
た
、
演
奏
体
験
を
す
る
事
で
興
味
や
関
心
が
ふ
く
ら
み
、
心
に
残
る
体
験
と
な
っ
た
。

21
津
山
市
立

目
　
標

5年
生
の
音
楽
で
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
と
い
う
単
元
が
あ
る
が
、
本
物
を
見
て
生
演
奏
を
聞
き
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
た
い
。

向
陽
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
30
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
6日
（
水
）
9：
40
～
12
：
25

内
　
容

「
春
の
海
」
鑑
賞
（
講
師
二
人
に
よ
る
生
演
奏
）

・
箏
曲
…
箏
の
歴
史
、
種
類
、
部
位
の
名
称
な
ど
説
明
「
Be
lie
ve
」
の
演
奏
　
　
　
・
尺
八
…
尺
八
の
歴
史
、
種
類
、
音
律
に
つ
い
て
の
講
義

・
2
～
3時
間
目
は
15
名
ず
つ
に
分
か
れ
て
尺
八
の
音
出
し
体
験
、
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
演
奏
体
験

成
　
果

今
年
度
は
1ク
ラ
ス
だ
っ
た
が
3時
間
（
45
×
3コ
マ
）
申
請
し
て
派
遣
決
定
が
お
り
た
の
で
じ
っ
く
り
体
験
が
で
き
た
。
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
に
お
い
て
は
全
員
が
最
後
ま
で
1曲
弾
け
る
よ
う
に
な
り
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
よ

う
だ
。
尺
八
も
半
分
く
ら
い
の
人
が
音
が
出
た
。

22
津
山
市
立

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
、
和
楽
器
の
良
さ
を
知
る
。

鶴
山
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5・
6年
生
13
2名

日
　
時

令
和
5年
12
月
8日
（
金
）
8：
40
～
12
：
20

内
　
容

「
春
の
海
」
の
鑑
賞
、
お
よ
び
箏
・
尺
八
の
説
明
と
演
奏
体
験

成
　
果

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
目
の
前
で
聞
く
こ
と
で
、
音
楽
の
迫
力
や
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
、
音
を
出
す
こ
と
の
難
し
さ
や
音
を
出
せ
た
と
き
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
伝

統
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
が
深
ま
っ
た
。

23
津
山
市
立

目
　
標

5年
生
の
音
楽
で
「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
と
い
う
単
元
が
あ
る
。
本
物
の
楽
器
を
見
て
生
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
た
い
。

高
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
67
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
12
日
（
火
）
8：
40
～
12
：
20

内
　
容

講
師
紹
介
後
「
春
の
海
」
の
生
演
奏
を
鑑
賞
し
、
尺
八
の
種
類
や
歴
史
、
箏
の
歴
史
や
部
位
の
名
称
の
話
を
聞
い
た
後
に
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
箏
演
奏
体
験
と
、
尺
八
は
音
出
し
体
験
を
お
こ
な
っ
た
。

成
　
果

１
ク
ラ
ス
（
45
分
×
2時
間
）
で
お
願
い
し
た
の
で
箏
曲
の
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
体
験
も
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
弾
け
て
い
た
。
尺
八
も
音
が
出
た
子
が
多
く
い
た
。
尺
八
・
箏
を
身
近
に
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
和
楽
器
の

す
ば
ら
し
さ
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

24
津
山
市
立

目
　
標

箏
と
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
楽
器
に
親
し
み
、
日
本
の
音
楽
の
特
徴
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

院
庄
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
26
名

日
　
時

令
和
6年
1月
18
日
（
木
）
13
：
45
～
14
：
30

内
　
容

講
師
に
よ
る
演
奏
鑑
賞
、
楽
器
説
明
、
体
験

成
　
果

学
習
発
表
会
で
体
験
し
た
和
太
鼓
演
奏
に
続
い
て
、
CD
で
は
伝
わ
ら
な
い
和
楽
器
の
音
色
の
深
さ
を
さ
ら
に
実
感
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

25
玉
野
市
立

目
　
標

日
常
に
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
を
通
じ
て
、
未
来
に
向
け
て
視
野
を
広
げ
た
り
、
美
し
い
音
色
が
自
分
や
周
り
の
人
を
笑
顔
に
で
き
る
と
い
う
体
験
を
さ
せ
る
。

玉
原
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
美
涼
　
　
　［
尺
八
］
藤
原
　
匠
山

対
象
者

5・
6年
生
37
名

日
　
時

令
和
5年
7月
5日
（
水
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

・
邦
楽
演
奏
（「
春
の
海
」）
の
鑑
賞
　
　
　
・
楽
器
の
説
明
、
箏
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
楽
譜
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
爪
で
の
弾
き
方
指
導
　
　
　
・
尺
八
の
説
明
と
音
の
出
し
方
の
練
習

成
　
果

触
れ
た
こ
と
の
な
い
箏
や
尺
八
の
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
き
、音
を
出
し
た
本
人
だ
け
で
な
く
、周
り
の
児
童
た
ち
も
う
れ
し
そ
う
に
拍
手
を
し
て
い
た
。
ま
た
、教
え
合
う
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

26
井
原
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
、
伝
統
的
な
文
化
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
部
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
菊
津
優
　
珠
美
　
　
　［
尺
八
］
國
田
　
松
山

対
象
者

4・
5年
生
11
4名

日
　
時

①
令
和
6年
2月
8日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
2月
13
日
（
火
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
箏
と
尺
八
に
よ
る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
春
の
海
」
の
演
奏
を
鑑
賞

・
楽
器
体
験
は
箏
と
尺
八
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
約
20
分
活
動
。
箏
の
体
験
で
は
、
1人
ま
た
は
2人
で
1面
の
箏
を
使
用
し
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
に
挑
戦
し
た
。
爪
の
は
め
方
や
鳴
ら
し
方
を
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
尺
八
の
体
験
で
は
、
1人
1本
の
尺
八
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
全
員
が
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
に
音
の
出
し
方
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

成
　
果

ど
の
児
童
も
興
味
関
心
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
箏
の
体
験
で
は
、
楽
し
ん
で
練
習
す
る
児
童
が
多
く
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
は
じ
め
の
フ
レ
ー
ズ
は
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感
を
十
分
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
の
体
験
で
は
、
音
を
出
す
難
し
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
な
が
ら
も
、
前
向
き
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
生
の
演
奏
を
聞
い
た
り
体
験
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
楽
器
の
良

さ
を
し
っ
か
り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

27
総
社
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
響
き
と
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
う
。

総
社
北
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5年
生
33
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
8日
（
金
）
13
：
25
～
15
：
00

内
　
容

・
箏
曲
、
尺
八
の
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、
和
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
や
響
き
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
和
楽
器
に
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

28
総
社
市
立

目
　
標

本
校
に
あ
る
和
楽
器
を
活
用
す
る
機
会
が
も
て
て
お
ら
ず
、
本
物
の
音
色
を
聞
い
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
是
非
、
実
際
の
演
奏
の
様
子
や
音
色
を
味
わ
わ
せ
た
い
。

池
田
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5・
6年
生
9名

日
　
時

令
和
6年
1月
26
日
（
金
）
13
：
45
～
15
：
20

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
模
範
演
奏
の
鑑
賞
　
　
・
2グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

・
た
く
さ
ん
の
楽
器
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
楽
器
に
触
れ
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

・
音
色
や
演
奏
を
じ
か
に
味
わ
う
こ
と
で
、
和
楽
器
に
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

29
総
社
市
立

目
　
標

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
の
良
さ
に
触
れ
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
。

総
社
東
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5年
生
61
名

日
　
時

令
和
6年
1月
30
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
15

内
　
容

・
箏
と
尺
八
の
演
奏
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
・
部
屋
を
分
け
て
、
箏
と
尺
八
を
15
分
ず
つ
体
験
　
　
　
・
感
想
発
表

成
　
果

・
箏
と
尺
八
の
生
の
音
色
と
、
そ
れ
を
演
奏
す
る
姿
を
間
近
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
講
師
か
ら
優
し
く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
に
直
接
触
れ
、
特
性
や
奏
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

・
初
め
て
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
り
、
簡
単
な
曲
を
演
奏
で
き
た
り
す
る
こ
と
で
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

30
備
前
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
に
お
け
る
邦
楽
体
験
を
行
う
。

東
鶴
山
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

3
～
6年
生
25
名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
23
日
（
火
） 
10
：
35
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
6年
1月
30
日
（
火
） 
10
：
35
～
12
：
10

内
　
容

・
箏
・
尺
八
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
・
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

・
鑑
賞
や
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
邦
楽
に
関
心
を
も
ち
、
親
し
む
こ
と
が
で
き
た

・
音
色
が
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
、
ま
た
演
奏
を
し
て
み
た
い
と
い
う
感
想
を
も
っ
た
児
童
も
多
く
、
邦
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

31
里
庄
町
立

目
　
標

邦
楽
（
箏
・
尺
八
）
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
楽
器
の
仕
組
み
や
奏
法
を
教
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
和
楽
器
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
。

里
庄
東
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
之
都
　
　
　［
尺
八
］
石
田
　
輝
山

対
象
者

5・
6年
生
91
名

日
　
時

令
和
6年
1月
16
日
（
火
）
8：
45
～
12
：
05

内
　
容

・「
春
の
海
」
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・
箏
で
の
演
奏
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」　
　
　
・
尺
八
の
楽
器
紹
介
と
塩
ビ
管
尺
八
を
使
っ
て
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、
CD
や
D
V
D
で
は
味
わ
え
な
い
息
づ
か
い
や
響
き
な
ど
の
臨
場
感
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
尺
八
は
音
を
出
す
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
粘
り
強
く
取
り
組
み
音
が
出
た
と
き
の
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
箏
の
演
奏
体
験
で
は
、
一
面
二
人
組
で
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
協
調
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

－ 10 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

25
玉
野
市
立

目
　
標

日
常
に
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
を
通
じ
て
、
未
来
に
向
け
て
視
野
を
広
げ
た
り
、
美
し
い
音
色
が
自
分
や
周
り
の
人
を
笑
顔
に
で
き
る
と
い
う
体
験
を
さ
せ
る
。

玉
原
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
美
涼
　
　
　［
尺
八
］
藤
原
　
匠
山

対
象
者

5・
6年
生
37
名

日
　
時

令
和
5年
7月
5日
（
水
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

・
邦
楽
演
奏
（「
春
の
海
」）
の
鑑
賞
　
　
　
・
楽
器
の
説
明
、
箏
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
楽
譜
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
爪
で
の
弾
き
方
指
導
　
　
　
・
尺
八
の
説
明
と
音
の
出
し
方
の
練
習

成
　
果

触
れ
た
こ
と
の
な
い
箏
や
尺
八
の
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
き
、音
を
出
し
た
本
人
だ
け
で
な
く
、周
り
の
児
童
た
ち
も
う
れ
し
そ
う
に
拍
手
を
し
て
い
た
。
ま
た
、教
え
合
う
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

26
井
原
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
、
伝
統
的
な
文
化
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
部
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
菊
津
優
　
珠
美
　
　
　［
尺
八
］
國
田
　
松
山

対
象
者

4・
5年
生
11
4名

日
　
時

①
令
和
6年
2月
8日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
2月
13
日
（
火
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
箏
と
尺
八
に
よ
る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
春
の
海
」
の
演
奏
を
鑑
賞

・
楽
器
体
験
は
箏
と
尺
八
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
約
20
分
活
動
。
箏
の
体
験
で
は
、
1人
ま
た
は
2人
で
1面
の
箏
を
使
用
し
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
に
挑
戦
し
た
。
爪
の
は
め
方
や
鳴
ら
し
方
を
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
尺
八
の
体
験
で
は
、
1人
1本
の
尺
八
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
全
員
が
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
に
音
の
出
し
方
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

成
　
果

ど
の
児
童
も
興
味
関
心
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
箏
の
体
験
で
は
、
楽
し
ん
で
練
習
す
る
児
童
が
多
く
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
は
じ
め
の
フ
レ
ー
ズ
は
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感
を
十
分
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
の
体
験
で
は
、
音
を
出
す
難
し
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
な
が
ら
も
、
前
向
き
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
生
の
演
奏
を
聞
い
た
り
体
験
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
楽
器
の
良

さ
を
し
っ
か
り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

27
総
社
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
響
き
と
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
う
。

総
社
北
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5年
生
33
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
8日
（
金
）
13
：
25
～
15
：
00

内
　
容

・
箏
曲
、
尺
八
の
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、
和
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
や
響
き
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
和
楽
器
に
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

28
総
社
市
立

目
　
標

本
校
に
あ
る
和
楽
器
を
活
用
す
る
機
会
が
も
て
て
お
ら
ず
、
本
物
の
音
色
を
聞
い
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
是
非
、
実
際
の
演
奏
の
様
子
や
音
色
を
味
わ
わ
せ
た
い
。

池
田
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5・
6年
生
9名

日
　
時

令
和
6年
1月
26
日
（
金
）
13
：
45
～
15
：
20

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
模
範
演
奏
の
鑑
賞
　
　
・
2グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

・
た
く
さ
ん
の
楽
器
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
楽
器
に
触
れ
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

・
音
色
や
演
奏
を
じ
か
に
味
わ
う
こ
と
で
、
和
楽
器
に
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

29
総
社
市
立

目
　
標

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
の
良
さ
に
触
れ
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
。

総
社
東
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5年
生
61
名

日
　
時

令
和
6年
1月
30
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
15

内
　
容

・
箏
と
尺
八
の
演
奏
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
・
部
屋
を
分
け
て
、
箏
と
尺
八
を
15
分
ず
つ
体
験
　
　
　
・
感
想
発
表

成
　
果

・
箏
と
尺
八
の
生
の
音
色
と
、
そ
れ
を
演
奏
す
る
姿
を
間
近
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
講
師
か
ら
優
し
く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
に
直
接
触
れ
、
特
性
や
奏
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

・
初
め
て
音
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
り
、
簡
単
な
曲
を
演
奏
で
き
た
り
す
る
こ
と
で
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

30
備
前
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
に
お
け
る
邦
楽
体
験
を
行
う
。

東
鶴
山
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

3
～
6年
生
25
名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
23
日
（
火
） 
10
：
35
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
6年
1月
30
日
（
火
） 
10
：
35
～
12
：
10

内
　
容

・
箏
・
尺
八
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
・
尺
八
の
演
奏
体
験

成
　
果

・
鑑
賞
や
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
邦
楽
に
関
心
を
も
ち
、
親
し
む
こ
と
が
で
き
た

・
音
色
が
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
、
ま
た
演
奏
を
し
て
み
た
い
と
い
う
感
想
を
も
っ
た
児
童
も
多
く
、
邦
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

31
里
庄
町
立

目
　
標

邦
楽
（
箏
・
尺
八
）
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
楽
器
の
仕
組
み
や
奏
法
を
教
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
和
楽
器
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
。

里
庄
東
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
之
都
　
　
　［
尺
八
］
石
田
　
輝
山

対
象
者

5・
6年
生
91
名

日
　
時

令
和
6年
1月
16
日
（
火
）
8：
45
～
12
：
05

内
　
容

・「
春
の
海
」
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・
箏
で
の
演
奏
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」　
　
　
・
尺
八
の
楽
器
紹
介
と
塩
ビ
管
尺
八
を
使
っ
て
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、
CD
や
D
V
D
で
は
味
わ
え
な
い
息
づ
か
い
や
響
き
な
ど
の
臨
場
感
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
尺
八
は
音
を
出
す
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
粘
り
強
く
取
り
組
み
音
が
出
た
と
き
の
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
箏
の
演
奏
体
験
で
は
、
一
面
二
人
組
で
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
協
調
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

32
久
米
南
町
立

目
　
標

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
楽
器
に
親
し
み
、
日
本
の
音
楽
の
特
徴
や
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

弓
削
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山

対
象
者

4
～
6年
生
20
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
16
日
（
木
）
10
：
45
～
12
：
25
　

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
楽
器
説
明
　
　
　
・「
春
の
海
」
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
講
師
と
の
合
奏

成
　
果

間
近
で
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、和
楽
器
の
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
や
奏
法
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、実
際
に
楽
器
に
触
れ
て
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、演
奏
す
る
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

33
久
米
南
町
立

目
　
標

日
本
の
音
楽
の
良
さ
や
楽
器
の
響
き
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
聞
き
、
楽
器
の
音
色
を
生
か
し
て
演
奏
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

誕
生
寺
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
之
華
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山
　

対
象
者

4・
5年
生
12
名

日
　
時

令
和
6年
1月
23
日
（
火
）
10
：
30
～
12
：
15

内
　
容

・
和
楽
器
の
話
、
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・
わ
ら
べ
う
た
の
演
奏
体
験

成
　
果

普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
箏
や
尺
八
の
演
奏
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
興
味
を
も
ち
、
演
奏
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
児
童
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
音
色
を
味
わ
う
児
童
も
多
く
、
和
楽
器
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

34
吉
備
中
央
町
立

目
　
標

箏
・
尺
八
に
実
際
に
触
れ
た
り
、
音
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
の
楽
器
の
音
を
楽
し
む
。

津
賀
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
木
村
　
倫
子
　
　
　［
尺
八
］
井
藤
　
侃
山

対
象
者

3
～
6年
生
19
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
28
日
（
火
）
13
：
50
～
15
：
25

内
　
容

箏
・
尺
八
演
奏
の
仕
方
を
分
か
り
や
す
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
講
師
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
演
奏
を
鑑
賞

成
　
果

箏
・
尺
八
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
で
和
楽
器
に
興
味
、
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

35
吉
備
中
央
町
立

目
　
標

伝
統
的
な
和
楽
器
（
箏
曲
・
尺
八
）
の
本
物
の
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
和
楽
器
に
親
し
む
と
と
も
に
日
本
の
文
化
を
知
る
機
会
と
す
る
。

上
竹
荘
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山

対
象
者

4・
5年
生
16
名

日
　
時

令
和
6年
1月
15
日
（
月
）
13
：
30
～
15
：
05

内
　
容

・
楽
器
紹
介
、
講
師
に
よ
る
演
奏
「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
曲
、
尺
八
演
奏
体
験
　
　
　
・
講
師
と
と
も
に
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
合
奏
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
演
奏
「
さ
く
ら
舞
曲
」
鑑
賞

成
　
果

・
箏
と
尺
八
を
初
め
て
見
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
爪
を
つ
け
て
箏
曲
を
演
奏
し
た
り
、
尺
八
の
音
を
出
す
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た

・
講
師
に
よ
る
演
奏
を
直
に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
名
曲
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
た

【
和
太
鼓
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

放
課
後
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
と
関
心
の
高
い
和
太
鼓
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
明
る
く
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
の
機
会
を
地
域
と
協
働
で
一
体
と
な
っ
て
提
供
す
る
。

操
明
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

全
学
年
42
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
2日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
9月
1日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
6日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
④
令
和
6年
2月
2日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00

内
　
容

日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
和
太
鼓
の
親
し
み
方
、
学
習
の
心
構
え
や
礼
儀
作
法
か
ら
演
奏
の
姿
勢
動
作
、
ば
ち
の
使
い
方
や
リ
ズ
ム
の
と
り
方
な
ど
、
基
本
作
法
を
初
心
者
で
も
分
か
る
よ
う
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

和
太
鼓
の
講
座
で
は
、
演
奏
技
法
に
つ
い
て
洗
練
さ
れ
た
丁
寧
な
指
導
で
子
ど
も
の
心
を
つ
か
み
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
、
上
達
も
速
か
っ
た
。
操
明
学
区
の
ふ
れ
あ
い
行
事
の
桜
ま
つ
り
に
、
和
太
鼓
教
室
と
し
て
出
演
し
、
地
域

の
方
か
ら
喜
ば
れ
た
。

2
岡
山
市
立

庄
内
小
学
校

目
　
標

・
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ
の
よ
さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る

・
和
太
鼓
の
奏
法
を
学
び
、
合
奏
の
な
か
で
基
礎
的
な
奏
法
や
姿
勢
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

5年
生
93
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
8日
（
木
）
9：
40
～
12
：
25
　
　
　
②
令
和
5年
9月
28
日
（
木
）
9：
40
～
12
：
25

内
　
容

・
和
太
鼓
に
つ
い
て
の
説
明
、
た
た
き
方
、
模
範
演
奏
　
　
　
・
合
奏
曲
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
和
太
鼓
パ
ー
ト
の
指
導

成
　
果

伝
統
文
化
の
よ
さ
に
気
付
き
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
つ
と
と
も
に
、
和
太
鼓
の
音
色
や
迫
力
を
発
表
会
の
合
奏
の
な
か
で
も
活
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

本
校
の
伝
統
で
あ
る
和
太
鼓
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
な
演
奏
を
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
、
技
術
を
身
に
付
け
て
い
く
。

御
津
南
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

6年
生
20
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
14
日
（
水
）
9：
40
～
10
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
5日
（
木
）
9：
40
～
11
：
40
　
　
　
③
令
和
5年
11
月
1日
（
水
）
9：
40
～
10
：
40

内
　
容

・
和
太
鼓
指
導
　
　
　
・
礼
儀
や
作
法
の
指
導

成
　
果

田
中
先
生
に
来
て
い
た
だ
け
た
た
め
、
今
年
度
も
本
校
の
伝
統
を
大
切
に
し
た
和
太
鼓
演
奏
が
で
き
た
。
ま
た
、
演
奏
を
見
た
下
級
生
も
、
和
太
鼓
を
叩
き
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

4
岡
山
市
立

古
都
小
学
校

目
　
標

4年
ぶ
り
に
地
域
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
「
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
太
鼓
演
奏
で
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
実
行
委
員
会
か
ら
の
声
が
か
か
り
、
地
域
の
伝
統
で
も
あ
る
「
古
都
音
頭
」
を
次
世
代
に
継
承

す
る
た
め
に
も
、
可
能
な
限
り
子
ど
も
た
ち
に
和
太
鼓
演
奏
の
機
会
を
設
け
た
い
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

3
～
5年
生
9名

日
　
時

①
令
和
5年
7月
6日
（
木
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
7月
13
日
（
木
）
15
：
00
～
16
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
7月
20
日
（
木
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
④
令
和
5年
7月
28
日
（
金
）
10
：
00
～
11
：
00

内
　
容

今
年
度
は
、
3年
生
以
上
の
ク
ラ
ブ
在
籍
児
童
向
け
に
開
催
。
久
し
ぶ
り
の
お
祭
り
で
の
太
鼓
演
奏
で
、
少
な
い
練
習
回
数
で
も
本
番
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
9名
の
少
数
精
鋭
で
の
チ
ー
ム
組
と
し
た
。
和

太
鼓
の
基
本
所
作
、
日
本
古
来
の
お
辞
儀
の
仕
方
、
地
元
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
古
都
音
頭
」、
勇
壮
な
太
鼓
囃
「
豊
地
～
閃
光
」、
楽
し
く
軽
快
な
「
は
じ
ま
り
」
の
3曲
を
練
習
。

成
　
果

・
本
年
度
は
「
ぶ
ど
う
の
里
古
都
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
向
け
、
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
体
育
館
で
の
練
習
に
励
ん
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
太
鼓
経
験
者
だ
っ
た
の
で
、
難
し
い
太
鼓
囃
で
の
演
奏
も
ス
ム
ー
ズ
に
音
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
打
つ
と
き
の
姿
勢
や
時
間
差
で
の
乱
れ
打
ち
な
ど
、
例
年
以
上
の
出
来
栄
え
と
な
っ
た

・
短
期
間
の
練
習
の
な
か
で
、田
中
先
生
の
指
導
に
一
生
懸
命
に
応
え
よ
う
と
す
る
児
童
の
姿
に
、目
頭
が
熱
く
な
る
場
面
も
あ
っ
た
。
地
域
の
人
々
か
ら
の
歓
声
と
拍
手
を
受
け
て
、来
年
度
に
向
け
て
の
「
古
都
音
頭
」
の
継
承
と
、

地
元
へ
の
愛
着
の
心
が
芽
生
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

5
岡
山
市
立

南
輝
小
学
校

目
　
標

支
援
学
級
の
児
童
に
と
っ
て
、
姿
勢
の
維
持
・
適
切
な
声
の
出
し
方
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
な
ど
、
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
に
課
題
が
あ
る
。
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
活
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
自
立
活

動
と
し
て
の
学
び
が
深
ま
る
こ
と
を
目
当
て
と
す
る
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

1
～
3年
生
27
名
（
特
別
支
援
学
級
4ク
ラ
ス
）

日
　
時

①
令
和
5年
9月
25
日
（
月
）
9：
40
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
16
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

基
本
的
な
姿
勢
や
ば
ち
の
動
か
し
方
を
、
講
師
の
動
き
を
真
似
す
る
こ
と
で
習
得
し
て
い
っ
た
。
い
く
つ
か
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
練
習
し
、
そ
の
後
、
曲
に
合
わ
せ
て
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。
昨
年
度
の
経
験
が
あ
る
児
童
は
、

動
き
を
よ
く
覚
え
て
い
て
楽
し
ん
で
い
た
。
初
め
て
の
児
童
は
、
動
き
も
ぎ
こ
ち
な
く
恐
る
恐
る
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
が
、
2回
目
は
慣
れ
て
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
た
。
緊
張
し
て
い
た
1回
目
に
比
べ
、
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
楽
し
く
演
奏
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
2回
目
だ
っ
た
。「
楽
し
い
」「
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
充
実
し
た
活
動
と
な
っ
た
。

成
　
果

太
鼓
の
演
奏
な
ら
で
は
の
動
き
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
先
生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
動
き
を
よ
く
見
て
真
似
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
次
々
と
新
し
い
動
き
を
真
似
し
て
い
く
こ
と
も
に
も
一
生
懸
命
着
い
て
い
き
、
楽
し

ん
で
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
連
の
動
き
が
で
き
た
後
は
、
曲
に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
で
、
一
段
と
意
欲
的
に
活
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
体
を
動
か
し
た
り
、
友
だ
ち
と
合
わ
せ
た
り
す
る
心
地
よ
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
よ
う
だ
。
経
験
の
あ
る
児
童
に
は
昨
年
度
の
学
び
が
生
か
さ
れ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

担
任
は
児
童
同
士
を
つ
な
げ
る
支
援
を
、
講
師
は
演
奏
技
術
を
中
心
に
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
と
演
奏
技
術
の
両
方
の
向
上
を
目
指
し
、
児
童
の
成
功
体
験
を
増
や
す
こ
と
。
発
表
会
も
実
施
す
る
。

中
山
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

特
別
支
援
学
級
1
～
4年
生
41
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
13
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
24
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
12
月
8日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
④
令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30

内
　
容

授
業
の
始
め
に
、
日
本
の
伝
統
の
お
辞
儀
の
仕
方
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。
今
年
度
か
ら
新
し
く
演
奏
す
る
曲
と
去
年
し
た
曲
の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
。
担
任
で
は
指
導
が
難
し
い
演
奏
部
分
を
、
児
童
が
で
き

る
よ
う
に
詳
し
く
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。

成
　
果

難
し
い
演
奏
部
分
を
分
か
り
や
す
く
指
導
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
児
童
の
演
奏
技
術
が
向
上
し
た
。
講
師
が
全
体
の
指
導
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
担
任
た
ち
は
個
別
の
困
っ
て
い
る
児
童
の
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
に
、

よ
り
分
か
っ
た
、
で
き
た
と
い
う
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
ど
の
児
童
も
よ
り
集
中
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
休
み
時
間
に
教
え
合
う
姿
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
一
つ
の
こ
と

を
友
だ
ち
と
創
り
上
げ
て
い
く
経
験
は
、
友
だ
ち
と
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
高
め
、
言
葉
だ
け
で
な
く
目
も
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

7
倉
敷
市
立

目
　
標

50
周
年
式
典
に
向
け
て
練
習
し
た
曲
を
地
域
の
「
桜
ま
つ
り
」
で
演
奏
し
た
と
こ
ろ
大
変
喜
ば
れ
た
の
で
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い
た
だ
き
緑
丘
小
学
校
の
和
太
鼓
演
奏
を
継
承
し
た
い
。

緑
丘
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

4
～
6年
生
15
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
15
日
（
木
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
②
令
和
5年
6月
29
日
（
木
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
③
令
和
5年
9月
14
日
（
木
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
④
令
和
5年
10
月
4日
（
水
）
13
：
10
～
13
：
55

内
　
容

和
太
鼓
の
演
奏
技
術
、
立
ち
方
、
座
り
方
や
礼
の
作
法
な
ど
。

成
　
果

和
太
鼓
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
や
迫
力
を
間
近
で
体
感
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
、
伝
統
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
「
秋
ま
つ
り
」
で
は
、
自
信
を
も
っ

て
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

8
津
山
市
立

目
　
標

学
年
の
良
さ
を
生
か
し
、
昨
年
度
も
と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
報
告
を
も
と
に
、
今
年
度
も
和
太
鼓
の
魅
力
や
、
大
き
な
音
が
そ
ろ
う
（
友
だ
ち
と
そ
ろ
う
）
こ
と
を
学
ば
せ
た
い
。

弥
生
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

6年
生
85
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
29
日
（
水
）
9：
40
～
12
：
25
　
　

内
　
容

・
和
太
鼓
の
歴
史
、
つ
く
り
　
　
　
・
た
た
き
方
（
ば
ち
の
持
ち
方
）　
　
　
・
実
践
し
て
ま
と
め
（
音
楽
に
合
わ
せ
て
た
た
く
）

成
　
果

講
師
の
明
る
さ
で
、
不
安
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
一
気
に
心
も
体
も
軽
く
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
45
分
間
だ
っ
た
。
た
た
く
だ
け
で
は
な
く
、
和
太
鼓
の
歴
史
な
ど
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
に
も
そ
の
こ
と
が

多
く
書
か
れ
て
い
た
。
リ
ズ
ム
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
教
え
て
い
た
だ
き
、
音
楽
に
対
し
て
苦
手
意
識
の
あ
る
児
童
も
楽
し
め
た
。

9
備
前
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
で
の
演
奏
を
目
標
に
す
る
と
と
も
に
、
練
習
を
通
し
て
和
太
鼓
と
い
う
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
そ
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

三
石
小
学
校

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

6年
生
16
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
26
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
10
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
31
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
7日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30

内
　
容

・
演
奏
曲
の
作
成
と
指
導
　
　
　
・
和
太
鼓
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
話
　
　
　
・
演
奏
に
向
け
て
の
心
構
え
に
つ
い
て

成
　
果

・
児
童
が
自
信
を
も
っ
て
本
番
を
む
か
え
る
こ
と
が
で
き
、
休
憩
時
間
に
も
進
ん
で
練
習
に
取
り
組
み
、
和
太
鼓
の
演
奏
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
和
太
鼓
を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

－ 12 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

4
岡
山
市
立

古
都
小
学
校

目
　
標

4年
ぶ
り
に
地
域
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
「
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
太
鼓
演
奏
で
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
実
行
委
員
会
か
ら
の
声
が
か
か
り
、
地
域
の
伝
統
で
も
あ
る
「
古
都
音
頭
」
を
次
世
代
に
継
承

す
る
た
め
に
も
、
可
能
な
限
り
子
ど
も
た
ち
に
和
太
鼓
演
奏
の
機
会
を
設
け
た
い
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

3
～
5年
生
9名

日
　
時

①
令
和
5年
7月
6日
（
木
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
7月
13
日
（
木
）
15
：
00
～
16
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
7月
20
日
（
木
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
④
令
和
5年
7月
28
日
（
金
）
10
：
00
～
11
：
00

内
　
容

今
年
度
は
、
3年
生
以
上
の
ク
ラ
ブ
在
籍
児
童
向
け
に
開
催
。
久
し
ぶ
り
の
お
祭
り
で
の
太
鼓
演
奏
で
、
少
な
い
練
習
回
数
で
も
本
番
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
9名
の
少
数
精
鋭
で
の
チ
ー
ム
組
と
し
た
。
和

太
鼓
の
基
本
所
作
、
日
本
古
来
の
お
辞
儀
の
仕
方
、
地
元
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
古
都
音
頭
」、
勇
壮
な
太
鼓
囃
「
豊
地
～
閃
光
」、
楽
し
く
軽
快
な
「
は
じ
ま
り
」
の
3曲
を
練
習
。

成
　
果

・
本
年
度
は
「
ぶ
ど
う
の
里
古
都
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
向
け
、
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
体
育
館
で
の
練
習
に
励
ん
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
太
鼓
経
験
者
だ
っ
た
の
で
、
難
し
い
太
鼓
囃
で
の
演
奏
も
ス
ム
ー
ズ
に
音
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
打
つ
と
き
の
姿
勢
や
時
間
差
で
の
乱
れ
打
ち
な
ど
、
例
年
以
上
の
出
来
栄
え
と
な
っ
た

・
短
期
間
の
練
習
の
な
か
で
、田
中
先
生
の
指
導
に
一
生
懸
命
に
応
え
よ
う
と
す
る
児
童
の
姿
に
、目
頭
が
熱
く
な
る
場
面
も
あ
っ
た
。
地
域
の
人
々
か
ら
の
歓
声
と
拍
手
を
受
け
て
、来
年
度
に
向
け
て
の
「
古
都
音
頭
」
の
継
承
と
、

地
元
へ
の
愛
着
の
心
が
芽
生
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

5
岡
山
市
立

南
輝
小
学
校

目
　
標

支
援
学
級
の
児
童
に
と
っ
て
、
姿
勢
の
維
持
・
適
切
な
声
の
出
し
方
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
な
ど
、
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
に
課
題
が
あ
る
。
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
活
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
自
立
活

動
と
し
て
の
学
び
が
深
ま
る
こ
と
を
目
当
て
と
す
る
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

1
～
3年
生
27
名
（
特
別
支
援
学
級
4ク
ラ
ス
）

日
　
時

①
令
和
5年
9月
25
日
（
月
）
9：
40
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
16
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

基
本
的
な
姿
勢
や
ば
ち
の
動
か
し
方
を
、
講
師
の
動
き
を
真
似
す
る
こ
と
で
習
得
し
て
い
っ
た
。
い
く
つ
か
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
練
習
し
、
そ
の
後
、
曲
に
合
わ
せ
て
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。
昨
年
度
の
経
験
が
あ
る
児
童
は
、

動
き
を
よ
く
覚
え
て
い
て
楽
し
ん
で
い
た
。
初
め
て
の
児
童
は
、
動
き
も
ぎ
こ
ち
な
く
恐
る
恐
る
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
が
、
2回
目
は
慣
れ
て
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
た
。
緊
張
し
て
い
た
1回
目
に
比
べ
、
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
楽
し
く
演
奏
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
2回
目
だ
っ
た
。「
楽
し
い
」「
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
充
実
し
た
活
動
と
な
っ
た
。

成
　
果

太
鼓
の
演
奏
な
ら
で
は
の
動
き
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
先
生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
動
き
を
よ
く
見
て
真
似
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
次
々
と
新
し
い
動
き
を
真
似
し
て
い
く
こ
と
も
に
も
一
生
懸
命
着
い
て
い
き
、
楽
し

ん
で
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
連
の
動
き
が
で
き
た
後
は
、
曲
に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
で
、
一
段
と
意
欲
的
に
活
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
体
を
動
か
し
た
り
、
友
だ
ち
と
合
わ
せ
た
り
す
る
心
地
よ
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
よ
う
だ
。
経
験
の
あ
る
児
童
に
は
昨
年
度
の
学
び
が
生
か
さ
れ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

担
任
は
児
童
同
士
を
つ
な
げ
る
支
援
を
、
講
師
は
演
奏
技
術
を
中
心
に
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
と
演
奏
技
術
の
両
方
の
向
上
を
目
指
し
、
児
童
の
成
功
体
験
を
増
や
す
こ
と
。
発
表
会
も
実
施
す
る
。

中
山
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

特
別
支
援
学
級
1
～
4年
生
41
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
13
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
24
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
12
月
8日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
④
令
和
6年
1月
12
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30

内
　
容

授
業
の
始
め
に
、
日
本
の
伝
統
の
お
辞
儀
の
仕
方
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。
今
年
度
か
ら
新
し
く
演
奏
す
る
曲
と
去
年
し
た
曲
の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
。
担
任
で
は
指
導
が
難
し
い
演
奏
部
分
を
、
児
童
が
で
き

る
よ
う
に
詳
し
く
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。

成
　
果

難
し
い
演
奏
部
分
を
分
か
り
や
す
く
指
導
し
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
児
童
の
演
奏
技
術
が
向
上
し
た
。
講
師
が
全
体
の
指
導
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
担
任
た
ち
は
個
別
の
困
っ
て
い
る
児
童
の
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
に
、

よ
り
分
か
っ
た
、
で
き
た
と
い
う
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
ど
の
児
童
も
よ
り
集
中
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
休
み
時
間
に
教
え
合
う
姿
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
一
つ
の
こ
と

を
友
だ
ち
と
創
り
上
げ
て
い
く
経
験
は
、
友
だ
ち
と
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
高
め
、
言
葉
だ
け
で
な
く
目
も
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

7
倉
敷
市
立

目
　
標

50
周
年
式
典
に
向
け
て
練
習
し
た
曲
を
地
域
の
「
桜
ま
つ
り
」
で
演
奏
し
た
と
こ
ろ
大
変
喜
ば
れ
た
の
で
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い
た
だ
き
緑
丘
小
学
校
の
和
太
鼓
演
奏
を
継
承
し
た
い
。

緑
丘
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

4
～
6年
生
15
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
15
日
（
木
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
②
令
和
5年
6月
29
日
（
木
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
③
令
和
5年
9月
14
日
（
木
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
④
令
和
5年
10
月
4日
（
水
）
13
：
10
～
13
：
55

内
　
容

和
太
鼓
の
演
奏
技
術
、
立
ち
方
、
座
り
方
や
礼
の
作
法
な
ど
。

成
　
果

和
太
鼓
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
や
迫
力
を
間
近
で
体
感
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
、
伝
統
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
「
秋
ま
つ
り
」
で
は
、
自
信
を
も
っ

て
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

8
津
山
市
立

目
　
標

学
年
の
良
さ
を
生
か
し
、
昨
年
度
も
と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
報
告
を
も
と
に
、
今
年
度
も
和
太
鼓
の
魅
力
や
、
大
き
な
音
が
そ
ろ
う
（
友
だ
ち
と
そ
ろ
う
）
こ
と
を
学
ば
せ
た
い
。

弥
生
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

6年
生
85
名

日
　
時

令
和
5年
11
月
29
日
（
水
）
9：
40
～
12
：
25
　
　

内
　
容

・
和
太
鼓
の
歴
史
、
つ
く
り
　
　
　
・
た
た
き
方
（
ば
ち
の
持
ち
方
）　
　
　
・
実
践
し
て
ま
と
め
（
音
楽
に
合
わ
せ
て
た
た
く
）

成
　
果

講
師
の
明
る
さ
で
、
不
安
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
一
気
に
心
も
体
も
軽
く
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
45
分
間
だ
っ
た
。
た
た
く
だ
け
で
は
な
く
、
和
太
鼓
の
歴
史
な
ど
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
に
も
そ
の
こ
と
が

多
く
書
か
れ
て
い
た
。
リ
ズ
ム
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
教
え
て
い
た
だ
き
、
音
楽
に
対
し
て
苦
手
意
識
の
あ
る
児
童
も
楽
し
め
た
。

9
備
前
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
で
の
演
奏
を
目
標
に
す
る
と
と
も
に
、
練
習
を
通
し
て
和
太
鼓
と
い
う
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
そ
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

三
石
小
学
校

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

6年
生
16
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
26
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
10
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
31
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
7日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30

内
　
容

・
演
奏
曲
の
作
成
と
指
導
　
　
　
・
和
太
鼓
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
話
　
　
　
・
演
奏
に
向
け
て
の
心
構
え
に
つ
い
て

成
　
果

・
児
童
が
自
信
を
も
っ
て
本
番
を
む
か
え
る
こ
と
が
で
き
、
休
憩
時
間
に
も
進
ん
で
練
習
に
取
り
組
み
、
和
太
鼓
の
演
奏
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
和
太
鼓
を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

10
赤
磐
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
伝
わ
る
よ
う
な
和
太
鼓
演
奏
を
経
験
さ
せ
た
い
。
頑
張
る
心
や
支
え
る
心
な
ど
非
認
知
能
力
を
育
て
る
。

山
陽
西
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

6年
生
28
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
1日
（
木
）
9：
35
～
10
：
35
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
23
日
（
月
）
9：
35
～
10
：
35
　
　
　
③
令
和
5年
11
月
8日
（
水
）
13
：
15
～
14
：
15
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
27
日
（
月
）
8：
40
～
9：
40

内
　
容

基
本
所
作
、
演
奏
指
導

成
　
果

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
高
い
壁
だ
っ
た
が
、
そ
の
分
乗
り
越
え
た
と
き
の
達
成
感
は
今
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
ま
た
、
和
太
鼓
で
伝
え
る
力
の
大
切
さ
も
学
ん
だ
。

11
赤
磐
市
立

城
南
小
学
校

目
　
標

音
楽
科
の
学
習
の
な
か
で
、
和
楽
器
（
和
太
鼓
）
の
演
奏
に
児
童
が
意
欲
を
も
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
を
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
身
に
つ
け
た
技
能
を
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

6年
生
19
名

日
　
時

①
令
和
5年
7月
7日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45
　
　
　
②
令
和
5年
9月
1日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
13
日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45
　
　
　
④
令
和
5年
10
月
27
日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45

内
　
容

・
和
太
鼓
の
歴
史
や
太
鼓
の
音
が
も
つ
意
味
な
ど
の
講
話
　
　
　
・
正
し
い
姿
勢
で
拍
を
打
つ
こ
と
な
ど
の
基
礎
的
な
練
習
の
指
導
　
　
　
・
楽
譜
に
沿
っ
た
リ
ズ
ム
や
音
の
強
弱
な
ど
の
演
奏
の
指
導

成
　
果

和
太
鼓
の
音
が
そ
ろ
う
喜
び
と
全
員
で
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
練
習
を
通
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
学
習
発
表
会
の
予
行
で
は
全
児
童
に
、
本
番
で
は
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
、
真
剣
で
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
披
露
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

12
矢
掛
町
立

目
　
標

学
習
発
表
会
で
の
発
表
を
目
標
と
し
て
、
礼
儀
作
法
の
習
得
、
和
太
鼓
の
演
奏
の
仕
方
、
表
現
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
小
田
地
区
の
「
武
荅
太
鼓
」
を
伝
承
し
て
い
く
心
情
や
態
度
を
育
て
る
。

小
田
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

5・
6年
生
33
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
11
日
（
月
）
9：
30
～
10
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
4日
（
水
）
9：
30
～
10
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
18
日
（
水
）
9：
30
～
10
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
8日
（
水
）
9：
30
～
10
：
30

内
　
容

・
和
太
鼓
の
演
奏
の
仕
方
と
表
現
の
仕
方
　
　
　
・
基
本
的
な
礼
儀
作
法
（
あ
い
さ
つ
）　
　
　
・「
武
荅
太
鼓
」
を
伝
承
し
て
い
く
心
構
え

成
　
果

6年
生
が
昨
年
度
の
経
験
を
活
か
し
て
自
信
を
も
っ
て
演
奏
し
た
り
、
5年
生
に
教
え
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
5年
生
も
伝
統
を
受
け
継
ぐ
思
い
を
も
っ
て
、
和
太
鼓
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た

13
な
か
よ
し
保
育
園

目
　
標

・
和
太
鼓
を
通
じ
て
、
礼
儀
作
法
を
身
に
付
け
る
。
　
　
　
・
和
太
鼓
を
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
知
り
、
み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

5歳
児
30
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
7日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
7月
5日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
7月
19
日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
④
令
和
5年
8月
23
日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00

内
　
容

・
和
太
鼓
の
礼
儀
、
所
作
、
挨
拶
の
仕
方
な
ど
　
　
　
・
和
太
鼓
の
た
た
き
方
（
姿
勢
、
構
え
な
ど
）　
　
　
・
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
和
太
鼓
演
奏

成
　
果

・
所
作
や
基
本
的
な
姿
勢
、
た
た
き
方
な
ど
が
身
に
つ
い
て
き
て
い
る

・
友
だ
ち
と
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
て
た
た
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
意
欲
的
に
練
習
へ
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
動
き
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
子
も
い
た
が
、
講
師
か
ら
の
指
導
を
受
け
、
で
き
た
と
き
の
喜
び
を
感
じ
、

自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

【
銭
太
鼓
】

1
高
梁
市
立

福
地
小
学
校

目
　
標

地
域
の
指
導
者
か
ら
銭
太
鼓
を
習
い
始
め
て
10
年
目
で
あ
り
、
学
校
の
伝
統
と
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
講
師
の
先
生
か
ら
本
格
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
児
童
の
技
術
と
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
深
い
達
成

感
を
味
わ
わ
せ
た
い
。
ま
た
、
銭
太
鼓
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
自
信
を
も
っ
て
地
域
貢
献
の
一
役
も
担
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

講
　
師

宮
坂
　
一
樹

対
象
者

全
学
年
15
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
8日
（
金
）
13
：
15
～
14
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
9月
29
日
（
金
）
13
：
15
～
14
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
25
日
（
水
）
11
：
30
～
12
：
15
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
10
日
（
金
）
13
：
15
～
14
：
00

内
　
容

「
Ri
sin
g 
Su
n」
「
豊
年
こ
い
こ
い
節
」
の
技
術
指
導
と
、
銭
太
鼓
を
踊
る
こ
と
に
対
す
る
思
い
の
伝
授

成
　
果

学
習
発
表
会
に
向
け
て
本
校
の
児
童
に
合
っ
た
振
り
付
け
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
児
童
は
自
分
に
も
で
き
そ
う
だ
と
見
通
し
を
も
っ
て
練
習
に
取
り
組
み
、
自
主
練
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
姿
勢
や
所
作
の
ポ
イ
ン
ト
と
と

も
に
、
銭
太
鼓
を
披
露
す
る
こ
と
に
つ
い
て
講
師
ご
自
身
の
思
い
も
話
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
の
意
欲
と
技
術
が
大
き
く
向
上
し
た
。
そ
し
て
、
発
表
本
番
で
の
心
構
え
に
つ
い
て
も
話
し
て
く
だ
さ
り
、
自
信
を
も
っ
て
本
番
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
茶
道
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
文
化
の
良
さ
を
学
ぶ
。

五
城
小
学
校

講
　
師

冨
士
原
　
宗
由

対
象
者

6年
生
7名

日
　
時

令
和
5年
6月
6日
（
火
）
10
：
45
～
12
：
15

内
　
容

茶
道
の
歴
史
、
作
法
と
体
験

成
　
果

児
童
は
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
興
味
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会
科
の
発
展
と
し
て
、
伝
統
文
化
や
歴
史
を
体
験
す
る
。

三
門
小
学
校

講
　
師

岡
田
　
宗
幹

対
象
者

6年
生
30
名

日
　
時

令
和
5年
6月
30
日
（
金
）
14
：
00
～
15
：
00

内
　
容

茶
道
の
作
法
を
学
ぶ
。

成
　
果

茶
道
の
作
法
か
ら
礼
儀
を
学
び
、
お
茶
や
和
菓
子
な
ど
伝
統
文
化
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

3
久
米
南
町
立

神
目
小
学
校

目
　
標

社
会
科
で
の
学
習
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
受
性
や
想
像
力
を
養
う
。
日
本
文
化
に
親
し
み
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
お
茶
を
点
て
る
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
る
。

講
　
師

林
　
宗
裕
　

対
象
者

6年
生
9名

日
　
時

令
和
5年
10
月
24
日
（
火
）
13
：
55
～
14
：
40

内
　
容

茶
道
に
つ
い
て
、
作
法
を
学
び
実
際
に
体
験
す
る
。
茶
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
法
や
お
茶
の
点
て
方
な
ど
を
学
ぶ
。

成
　
果

初
め
て
体
験
す
る
児
童
が
多
か
っ
た
が
、
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
実
際
に
体
験
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
学
び
に
な
っ
た
。
お
茶
の
歴
史
や
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
の
意
味
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
教
科
書
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
体

験
で
き
た
。

【
華
道
】

1
岡
山
県
立

目
　
標

総
合
的
な
探
求
の
時
間
と
し
て
、
余
暇
活
動
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

倉
敷
琴
浦

講
　
師

清
水
　
豊
紀

高
等
支
援
学
校

対
象
者

3年
生
24
名

日
　
時

①
令
和
6年
2月
26
日
（
月
）
9：
00
～
10
：
45
　
　
　
②
令
和
6年
2月
27
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
30

内
　
容

造
花
の
花
材
を
用
い
て
卒
業
式
用
の
自
分
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
成
し
た
。
生
徒
が
つ
く
り
や
す
い
よ
う
に
花
材
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で

は
、
自
分
ら
し
い
作
品
を
生
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
　
果

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
生
け
花
や
コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
生
け
は
じ
め
る
と
、
自
分
な
り
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
、
個
性
的
な
作
品
を
つ
く
り
上
げ
た
。

【
狂
言
】

1
高
梁
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
文
化
の
1つ
で
あ
る
狂
言
に
つ
い
て
、
実
演
を
見
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
良
さ
に
気
付
き
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。

有
漢
東
小
学
校

講
　
師

田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
14
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
3日
（
火
）
10
：
40
～
12
：
10

内
　
容

・
狂
言
の
成
り
立
ち
と
特
徴
　
　
　
・
大
き
な
声
と
き
れ
い
な
姿
勢
を
大
切
に
す
る
こ
と
　
　
　
・
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
柿
山
伏
」
の
狂
言
体
験

成
　
果

・
狂
言
の
体
験
を
通
し
て
、
は
っ
き
り
と
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
や
、
よ
い
姿
勢
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
　
　
　
・
日
本
文
化
の
良
さ
に
気
付
け
た

【
水
墨
画
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
通
し
て
、
教
員
以
外
の
大
人
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

岡
輝
中
学
校

講
　
師

水
口
　
美
智
子

対
象
者

1年
生
5名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
25
日
（
月
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
4日
（
水
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　

内
　
容

墨
だ
け
で
絵
を
描
く

成
　
果

2回
の
講
座
を
通
じ
て
筆
を
使
っ
て
絵
を
描
く
練
習
に
取
り
組
み
、
最
後
は
色
紙
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
。

2
倉
敷
市
立

目
　
標

社
会
科
「
室
町
の
文
化
」
お
よ
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
日
本
の
伝
統
に
親
し
も
う
」
の
学
習
を
、
体
験
を
通
じ
て
深
め
る
た
め
。

旭
丘
小
学
校

講
　
師

間
嶋
　
郁
子

対
象
者

6年
生
57
名

日
　
時

令
和
5年
9月
15
日
（
金
）
8：
40
～
12
：
25

内
　
容

水
墨
画
に
つ
い
て
の
説
明
と
体
験
。

成
　
果

室
町
時
代
か
ら
現
代
に
続
く
伝
統
的
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
書
写
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

書
き
初
め
展
に
向
け
て
、
長
半
紙
に
文
字
を
整
え
て
書
く
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
。

浮
田
小
学
校

講
　
師

柴
原
　
靖
彦

対
象
者

5・
6年
生
51
名

日
　
時

①
令
和
5年
12
月
4日
（
月
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
12
月
12
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　

内
　
容

毛
筆
で
長
半
紙
に
書
く
と
き
に
中
心
や
字
形
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
、
大
き
な
文
字
を
書
く
た
め
に
は
ひ
じ
を
あ
げ
て
書
く
こ
と
な
ど
、
文
字
を
整
え
る
と
き
の
注
意
や
筆
の
運
び
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

児
童
が
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
細
か
に
声
掛
け
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
の
び
の
び
と
形
の
整
っ
た
文
字
を
書
く
児
童
が
増
え
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

3
久
米
南
町
立

神
目
小
学
校

目
　
標

社
会
科
で
の
学
習
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
受
性
や
想
像
力
を
養
う
。
日
本
文
化
に
親
し
み
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
お
茶
を
点
て
る
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
る
。

講
　
師

林
　
宗
裕
　

対
象
者

6年
生
9名

日
　
時

令
和
5年
10
月
24
日
（
火
）
13
：
55
～
14
：
40

内
　
容

茶
道
に
つ
い
て
、
作
法
を
学
び
実
際
に
体
験
す
る
。
茶
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
法
や
お
茶
の
点
て
方
な
ど
を
学
ぶ
。

成
　
果

初
め
て
体
験
す
る
児
童
が
多
か
っ
た
が
、
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
実
際
に
体
験
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
学
び
に
な
っ
た
。
お
茶
の
歴
史
や
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
の
意
味
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
教
科
書
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
体

験
で
き
た
。

【
華
道
】

1
岡
山
県
立

目
　
標

総
合
的
な
探
求
の
時
間
と
し
て
、
余
暇
活
動
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

倉
敷
琴
浦

講
　
師

清
水
　
豊
紀

高
等
支
援
学
校

対
象
者

3年
生
24
名

日
　
時

①
令
和
6年
2月
26
日
（
月
）
9：
00
～
10
：
45
　
　
　
②
令
和
6年
2月
27
日
（
火
）
13
：
40
～
15
：
30

内
　
容

造
花
の
花
材
を
用
い
て
卒
業
式
用
の
自
分
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
成
し
た
。
生
徒
が
つ
く
り
や
す
い
よ
う
に
花
材
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で

は
、
自
分
ら
し
い
作
品
を
生
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
　
果

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
生
け
花
や
コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
生
け
は
じ
め
る
と
、
自
分
な
り
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
、
個
性
的
な
作
品
を
つ
く
り
上
げ
た
。

【
狂
言
】

1
高
梁
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
文
化
の
1つ
で
あ
る
狂
言
に
つ
い
て
、
実
演
を
見
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
良
さ
に
気
付
き
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。

有
漢
東
小
学
校

講
　
師

田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
14
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
3日
（
火
）
10
：
40
～
12
：
10

内
　
容

・
狂
言
の
成
り
立
ち
と
特
徴
　
　
　
・
大
き
な
声
と
き
れ
い
な
姿
勢
を
大
切
に
す
る
こ
と
　
　
　
・
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
柿
山
伏
」
の
狂
言
体
験

成
　
果

・
狂
言
の
体
験
を
通
し
て
、
は
っ
き
り
と
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
や
、
よ
い
姿
勢
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
　
　
　
・
日
本
文
化
の
良
さ
に
気
付
け
た

【
水
墨
画
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
通
し
て
、
教
員
以
外
の
大
人
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

岡
輝
中
学
校

講
　
師

水
口
　
美
智
子

対
象
者

1年
生
5名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
25
日
（
月
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
4日
（
水
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　

内
　
容

墨
だ
け
で
絵
を
描
く

成
　
果

2回
の
講
座
を
通
じ
て
筆
を
使
っ
て
絵
を
描
く
練
習
に
取
り
組
み
、
最
後
は
色
紙
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
。

2
倉
敷
市
立

目
　
標

社
会
科
「
室
町
の
文
化
」
お
よ
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
日
本
の
伝
統
に
親
し
も
う
」
の
学
習
を
、
体
験
を
通
じ
て
深
め
る
た
め
。

旭
丘
小
学
校

講
　
師

間
嶋
　
郁
子

対
象
者

6年
生
57
名

日
　
時

令
和
5年
9月
15
日
（
金
）
8：
40
～
12
：
25

内
　
容

水
墨
画
に
つ
い
て
の
説
明
と
体
験
。

成
　
果

室
町
時
代
か
ら
現
代
に
続
く
伝
統
的
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
書
写
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

書
き
初
め
展
に
向
け
て
、
長
半
紙
に
文
字
を
整
え
て
書
く
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
。

浮
田
小
学
校

講
　
師

柴
原
　
靖
彦

対
象
者

5・
6年
生
51
名

日
　
時

①
令
和
5年
12
月
4日
（
月
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
12
月
12
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　

内
　
容

毛
筆
で
長
半
紙
に
書
く
と
き
に
中
心
や
字
形
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
、
大
き
な
文
字
を
書
く
た
め
に
は
ひ
じ
を
あ
げ
て
書
く
こ
と
な
ど
、
文
字
を
整
え
る
と
き
の
注
意
や
筆
の
運
び
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

児
童
が
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
細
か
に
声
掛
け
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
の
び
の
び
と
形
の
整
っ
た
文
字
を
書
く
児
童
が
増
え
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
陶
芸
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

社
会
科
「
焼
き
物
づ
く
り
の
さ
か
ん
な
ま
ち
伊
部
」
の
学
習
理
解
に
役
立
て
る
。

芳
明
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
豊
田
　
賢
潔
、
藤
原
　
章

対
象
者

4年
生
10
1名

日
　
時

令
和
5年
10
月
27
日
（
金
）
10
：
50
～
12
：
30

内
　
容

・
備
前
焼
の
歴
史
や
製
作
工
程
の
映
像
資
料
視
聴
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
ろ
く
ろ
実
演
の
見
学
　
　
　
・
陶
芸
体
験
「
ペ
ン
立
て
を
つ
く
ろ
う
！
」

成
　
果

・
実
際
に
備
前
焼
作
家
の
方
の
技
術
を
目
に
す
る
こ
と
で
昔
か
ら
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
備
前
焼
の
技
術
と
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

・
自
分
た
ち
で
体
験
す
る
こ
と
で
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

2
岡
山
市
立

目
　
標

教
科
書
で
学
習
す
る
だ
け
で
な
く
、
体
験
を
通
し
て
、
作
品
づ
く
り
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
を
実
感
す
る
。

野
谷
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
乗
松
　
美
歩

対
象
者

4年
生
24
名

日
　
時

令
和
6年
1月
19
日
（
金
）
13
：
55
～
15
：
30

内
　
容

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
製
作
工
程
の
学
習
　
　
　
・
ろ
く
ろ
製
作
実
演
の
見
学
　
　
　
・
実
技
「
ペ
ン
立
て
づ
く
り
」

成
　
果

実
際
に
ろ
く
ろ
で
コ
ッ
プ
や
と
っ
く
り
、皿
な
ど
土
の
塊
が
ど
ん
ど
ん
形
を
変
え
完
成
す
る
姿
に
不
思
議
さ
と
と
も
に
感
動
し
て
い
た
。
ま
た
、土
の
感
触
を
味
わ
い
な
が
ら
作
品
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
、貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

備
前
焼
づ
く
り
の
工
夫
や
苦
労
を
体
験
す
る

横
井
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
豊
田
　
賢
潔
、
藤
原
　
章
、
佐
々
木
　
剛

対
象
者

4年
生
13
1名

日
　
時

令
和
6年
2月
9日
（
金
）
13
：
50
～
15
：
25

内
　
容

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
（
備
前
焼
の
つ
く
り
方
や
工
夫
、
苦
労
に
つ
い
て
知
る
）　
　
　
・
ろ
く
ろ
や
菊
練
り
な
ど
の
見
学
（
実
際
に
職
人
の
技
を
見
学
し
、
備
前
焼
を
作
る
す
ご
さ
を
体
験
す
る
）　
　
　
・
備
前
焼
づ
く
り
（
実
際
に
つ
く
っ

て
み
て
難
し
さ
や
楽
し
さ
、
苦
労
を
体
験
す
る
）

成
　
果

・
実
際
に
備
前
焼
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
苦
労
が
あ
る
の
か
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

4
倉
敷
市
立

目
　
標

卒
業
制
作
の
た
め
（
美
術
）

倉
敷
支
援
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
豊
田
　
賢
潔
、
乗
松
　
美
歩

対
象
者

3年
生
26
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
12
日
（
火
）
10
：
30
～
12
：
00

内
　
容

・
陶
芸
（
皿
づ
く
り
）
の
実
演
見
学
　
　
　
・
器
の
作
成

成
　
果

・
本
物
に
触
れ
、
陶
芸
の
実
演
を
見
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
卒
業
制
作
と
い
う
目
標
に
向
け
て
自
分
な
り
に
工
夫
し
た
り
、
こ
だ
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た

5
備
前
市
立

目
　
標

地
元
産
業
・
文
化
で
あ
る
備
前
焼
を
通
し
て
、
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
つ
い
て
広
く
深
く
学
ぶ
。

吉
永
中
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀

対
象
者

3年
生
30
名

日
　
時

令
和
5年
6月
15
日
（
木
）
13
：
40
～
15
：
30

内
　
容

17
㎝
×
17
㎝
×
1㎝
の
板
状
粘
土
を
用
い
て
皿
や
器
を
制
作

成
　
果

板
状
の
粘
土
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
自
由
な
発
想
で
作
品
制
作
が
で
き
た
。

【
七
宝
】

1
玉
野
市
立

目
　
標

体
験
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
良
さ
や
す
ば
ら
し
さ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
理
由
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

胸
上
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

6年
生
9名

日
　
時

令
和
5年
11
月
27
日
（
月
）
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

七
宝
焼
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

成
　
果

日
本
文
化
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
た
ち
も
受
け
継
い
で
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
玉
野
市
立

目
　
標

七
宝
焼
の
歴
史
を
知
り
、
実
際
に
制
作
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
よ
さ
に
気
づ
き
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

玉
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

6年
生
13
名

日
　
時

令
和
5年
12
月
5日
（
火
）
14
：
00
～
15
：
30
　
　

内
　
容

七
宝
焼
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

成
　
果

細
や
か
な
作
業
に
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
工
芸
品
の
美
し
さ
に
触
れ
、
一
生
懸
命
に
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

3
笠
岡
市
立

目
　
標

日
本
の
重
要
な
伝
統
工
芸
で
あ
る
焼
き
物
に
つ
い
て
調
べ
る
活
動
の
中
で
、
実
際
の
七
宝
焼
を
体
験
す
る
こ
と
で
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

大
井
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

6年
生
21
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
25
日
（
水
）
13
：
45
～
15
：
30

内
　
容

・
七
宝
焼
の
土
台
に
児
童
自
ら
が
考
え
な
が
ら
銀
箔
を
配
置
、
模
様
に
合
う
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
彩
色
を
お
こ
な
っ
た
　
　
　
・
焼
く
こ
と
に
よ
る
色
味
や
風
合
い
の
変
化
を
観
察
し
た
り
、
も
の
づ
く
り
の
工
程
を
経
験
し
た

成
　
果

資
料
を
基
に
し
た
調
べ
る
学
習
だ
け
で
な
く
、
見
た
り
触
れ
た
り
し
な
が
ら
伝
統
工
芸
を
体
験
す
る
こ
と
で
技
術
の
奥
深
さ
や
価
値
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

4
総
社
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
七
宝
焼
の
由
来
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
き
、
実
際
に
鑑
賞
・
制
作
し
て
そ
の
魅
力
を
体
感
す
る
。

総
社
中
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

全
学
年
12
名
（
ク
ラ
ブ
活
動
）

日
　
時

令
和
5年
8月
3日
（
木
）
10
：
00
～
12
：
00

内
　
容

・
七
宝
焼
の
由
来
と
歴
史
　
　
　
・
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
制
作

成
　
果

・
日
本
の
伝
統
工
芸
に
興
味
を
も
ち
、
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た

・
普
段
接
す
る
こ
と
が
少
な
い
七
宝
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て
、
今
後
の
個
人
・
共
同
制
作
の
発
想
に
活
か
そ
う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

【
染
織
】

1
岡
山
県
立

目
　
標

一
人
ひ
と
り
の
創
造
力
や
表
現
力
を
高
め
る
た
め
と
、
教
師
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
。

岡
山
南
支
援
学
校

講
　
師

藤
原
　
由
妃

対
象
者

高
等
部
2年
生
43
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
28
日
（
水
）
13
：
00
～
14
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
7月
3日
（
月
）
12
：
50
～
14
：
10
　
　
　
③
令
和
5年
7月
10
日
（
月
）
13
：
00
～
14
：
00
　

内
　
容

草
木
染

成
　
果

・
廃
棄
さ
れ
る
玉
ね
ぎ
の
皮
の
再
利
用
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
煮
る
こ
と
で
白
い
生
地
に
着
色
さ
れ
る
変
化
を
実
体
験
し
、
生
徒
み
ん
な
で
驚
き
を
共
有
し
た

【
俳
句
】

1
津
山
市
立

目
　
標

言
葉
を
吟
味
し
、
豊
か
に
表
現
す
る
力
を
育
て
る
。

南
小
学
校

講
　
師

保
田
　
基
、
黒
瀬
　
紘
子

対
象
者

5年
生
24
名

日
　
時

令
和
6年
1月
17
日
（
水
）
10
：
35
～
12
：
10

内
　
容

①
西
東
三
鬼
の
説
明
を
聞
く
　
　
　
②
句
を
作
成
し
、
投
票
す
る
　
　
　
③
順
番
に
披
講
　
　
　
④
講
師
か
ら
の
総
評

成
　
果

・
自
分
の
学
校
の
近
く
に
俳
人
の
西
東
三
鬼
が
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
俳
句
づ
く
り
を
通
し
て
、
考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た

【
川
柳
】

1
真
庭
市
立

目
　
標

川
柳
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
分
の
言
葉
、
決
ま
っ
た
リ
ズ
ム
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
る
。

川
上
小
学
校

講
　
師

北
川
　
拓
治

対
象
者

5・
6年
生
23
名

日
　
時

令
和
5年
6月
8日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
川
柳
に
つ
い
て
の
基
本
　
　
　
・
ふ
る
さ
と
蒜
山
の
良
さ
を
川
柳
に
す
る

成
　
果

・
川
柳
を
作
る
楽
し
さ
を
感
じ
、
表
現
力
が
身
に
つ
い
た
　
　
　
・
蒜
山
の
良
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

【
着
付
け
】

1
笠
岡
市
・
矢
掛
町

目
　
標

和
服
を
着
る
体
験
を
通
し
て
、
和
服
や
日
本
文
化
に
興
味
を
も
つ
。

中
学
校
組
合
立

講
　
師

近
藤
　
典
博
、
原
田
　
宜
明

小
北
中
学
校

対
象
者

1年
生
17
名

日
　
時

令
和
5年
7月
11
日
（
火
）
13
：
35
～
15
：
25

内
　
容

・
浴
衣
の
歴
史
、
構
造
と
名
称
　
　
　
・
浴
衣
の
着
用
と
帯
の
締
め
方
　
　
　
・
浴
衣
を
着
た
と
き
の
所
作
と
た
た
み
方

成
　
果

初
め
て
浴
衣
を
着
た
生
徒
た
ち
か
ら
「
ま
た
着
て
み
た
い
」「
着
物
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
座
り
方
や
立
ち
上
が
り
方
な
ど
の
マ
ナ
ー
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
反
省

も
多
く
あ
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

3
笠
岡
市
立

目
　
標

日
本
の
重
要
な
伝
統
工
芸
で
あ
る
焼
き
物
に
つ
い
て
調
べ
る
活
動
の
中
で
、
実
際
の
七
宝
焼
を
体
験
す
る
こ
と
で
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

大
井
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

6年
生
21
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
25
日
（
水
）
13
：
45
～
15
：
30

内
　
容

・
七
宝
焼
の
土
台
に
児
童
自
ら
が
考
え
な
が
ら
銀
箔
を
配
置
、
模
様
に
合
う
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
彩
色
を
お
こ
な
っ
た
　
　
　
・
焼
く
こ
と
に
よ
る
色
味
や
風
合
い
の
変
化
を
観
察
し
た
り
、
も
の
づ
く
り
の
工
程
を
経
験
し
た

成
　
果

資
料
を
基
に
し
た
調
べ
る
学
習
だ
け
で
な
く
、
見
た
り
触
れ
た
り
し
な
が
ら
伝
統
工
芸
を
体
験
す
る
こ
と
で
技
術
の
奥
深
さ
や
価
値
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

4
総
社
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
七
宝
焼
の
由
来
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
き
、
実
際
に
鑑
賞
・
制
作
し
て
そ
の
魅
力
を
体
感
す
る
。

総
社
中
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

全
学
年
12
名
（
ク
ラ
ブ
活
動
）

日
　
時

令
和
5年
8月
3日
（
木
）
10
：
00
～
12
：
00

内
　
容

・
七
宝
焼
の
由
来
と
歴
史
　
　
　
・
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
制
作

成
　
果

・
日
本
の
伝
統
工
芸
に
興
味
を
も
ち
、
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た

・
普
段
接
す
る
こ
と
が
少
な
い
七
宝
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て
、
今
後
の
個
人
・
共
同
制
作
の
発
想
に
活
か
そ
う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

【
染
織
】

1
岡
山
県
立

目
　
標

一
人
ひ
と
り
の
創
造
力
や
表
現
力
を
高
め
る
た
め
と
、
教
師
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
。

岡
山
南
支
援
学
校

講
　
師

藤
原
　
由
妃

対
象
者

高
等
部
2年
生
43
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
28
日
（
水
）
13
：
00
～
14
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
7月
3日
（
月
）
12
：
50
～
14
：
10
　
　
　
③
令
和
5年
7月
10
日
（
月
）
13
：
00
～
14
：
00
　

内
　
容

草
木
染

成
　
果

・
廃
棄
さ
れ
る
玉
ね
ぎ
の
皮
の
再
利
用
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
煮
る
こ
と
で
白
い
生
地
に
着
色
さ
れ
る
変
化
を
実
体
験
し
、
生
徒
み
ん
な
で
驚
き
を
共
有
し
た

【
俳
句
】

1
津
山
市
立

目
　
標

言
葉
を
吟
味
し
、
豊
か
に
表
現
す
る
力
を
育
て
る
。

南
小
学
校

講
　
師

保
田
　
基
、
黒
瀬
　
紘
子

対
象
者

5年
生
24
名

日
　
時

令
和
6年
1月
17
日
（
水
）
10
：
35
～
12
：
10

内
　
容

①
西
東
三
鬼
の
説
明
を
聞
く
　
　
　
②
句
を
作
成
し
、
投
票
す
る
　
　
　
③
順
番
に
披
講
　
　
　
④
講
師
か
ら
の
総
評

成
　
果

・
自
分
の
学
校
の
近
く
に
俳
人
の
西
東
三
鬼
が
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
俳
句
づ
く
り
を
通
し
て
、
考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た

【
川
柳
】

1
真
庭
市
立

目
　
標

川
柳
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
分
の
言
葉
、
決
ま
っ
た
リ
ズ
ム
で
表
現
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
る
。

川
上
小
学
校

講
　
師

北
川
　
拓
治

対
象
者

5・
6年
生
23
名

日
　
時

令
和
5年
6月
8日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
川
柳
に
つ
い
て
の
基
本
　
　
　
・
ふ
る
さ
と
蒜
山
の
良
さ
を
川
柳
に
す
る

成
　
果

・
川
柳
を
作
る
楽
し
さ
を
感
じ
、
表
現
力
が
身
に
つ
い
た
　
　
　
・
蒜
山
の
良
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

【
着
付
け
】

1
笠
岡
市
・
矢
掛
町

目
　
標

和
服
を
着
る
体
験
を
通
し
て
、
和
服
や
日
本
文
化
に
興
味
を
も
つ
。

中
学
校
組
合
立

講
　
師

近
藤
　
典
博
、
原
田
　
宜
明

小
北
中
学
校

対
象
者

1年
生
17
名

日
　
時

令
和
5年
7月
11
日
（
火
）
13
：
35
～
15
：
25

内
　
容

・
浴
衣
の
歴
史
、
構
造
と
名
称
　
　
　
・
浴
衣
の
着
用
と
帯
の
締
め
方
　
　
　
・
浴
衣
を
着
た
と
き
の
所
作
と
た
た
み
方

成
　
果

初
め
て
浴
衣
を
着
た
生
徒
た
ち
か
ら
「
ま
た
着
て
み
た
い
」「
着
物
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
座
り
方
や
立
ち
上
が
り
方
な
ど
の
マ
ナ
ー
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
反
省

も
多
く
あ
っ
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
選
択
授
業
】

番
号

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

第
2学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
地
域
の
方
を
講
師
に
招
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
講
し
、
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
高
め
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し
ん
だ
り
、
作
品
づ
く
り
を
行
う
。

岡
北
中
学
校

講
　
師

［
茶
道
］
佐
藤
　
宗
喜
　
　
　［
水
墨
画
］
水
口
　
美
智
子

対
象
者

2年
生
19
名
（
茶
道
9名
、
水
墨
画
10
名
）

茶
道
/水
墨
画

日
　
時

令
和
5年
9月
28
日
（
木
）
13
：
30
～
15
：
30

内
　
容

［
茶
道
］
①
お
茶
の
点
て
方
、
す
す
め
方
、
お
茶
の
い
た
だ
き
方
、
お
菓
子
の
取
り
方
　
　
　
②
帛
紗
の
た
た
み
方
、
棗
、
茶
杓
の
拭
き
方
と
茶
巾
の
た
た
み
方
　
　
　
③
盆
点
前
の
作
法

［
水
墨
画
］
①
水
墨
画
に
つ
い
て
　
　
　
②
筆
遣
い
や
構
図
の
練
習
　
　
　
③
下
書
き
、
清
書
　
　
　
④
落
款
づ
く
り
　
　
　
⑤
発
表
会
用
の
ス
ラ
イ
ド
制
作
　
　
　
⑥
作
品
展
示

成
　
果

［
茶
道
］
講
座
の
中
で
茶
道
の
基
本
を
学
び
、
盆
点
前
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

［
水
墨
画
］
講
座
の
中
で
水
墨
画
の
制
作
と
落
款
印
を
作
成
し
、
完
成
し
た
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
学
ん
だ
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
学
年
生
徒
と
保
護
者
、
講
師
の
前
で
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

茶
道
・
華
道
の
体
験
を
通
し
て
、
社
会
科
の
授
業
で
学
習
し
た
室
町
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
礼
儀
作
法
の
意
味
や
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
。

西
大
寺
南
小
学
校

講
　
師

［
茶
道
］
宮
本
　
京
子
　
　
　［
華
道
］
佐
藤
　
敬
子
、
絹
輪
　
み
ど
り

対
象
者

6年
生
31
名
（
茶
道
12
名
、
華
道
19
名
）

茶
道
/華
道

日
　
時

令
和
5年
10
月
6日
（
金
）
13
：
50
～
15
：
25

内
　
容

［
茶
道
］
礼
儀
作
法
を
学
び
、
お
茶
の
い
た
だ
き
方
や
点
て
方
な
ど
を
体
験
し
た
。

［
華
道
］
歴
史
や
花
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
生
け
花
を
体
験
し
た
。

成
　
果

茶
道
・
華
道
の
体
験
を
通
し
て
、
礼
儀
作
法
の
必
要
性
や
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
室
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
文
化
に
、
思
い
を
は
せ
て
体
験
し
た
こ
と
で
、
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
も
深
ま
っ
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
触
れ
、
体
験
し
た
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

幡
多
小
学
校

講
　
師

［
茶
道
］
藤
井
　
宗
眞
　
　
　［
華
道
］
佐
藤
　
敬
子
、
岸
田
　
洋
枝
　
　
　［
和
太
鼓
］
田
中
　
み
ず
ほ
　
　
　［
銭
太
鼓
］
宮
坂
　
一
樹
　
　
　［
投
扇
興
］
田
中
　
克
郎
　
　
　

対
象
者

3年
生
13
6名
（
茶
道
28
名
、
華
道
30
名
、
和
太
鼓
23
名
、
銭
太
鼓
25
名
、
投
扇
興
30
名
）

茶
道
/華
道
/和
太
鼓
/

日
　
時

令
和
5年
10
月
17
日
（
火
）
9：
15
～
11
：
00

銭
太
鼓
/投
扇
興

内
　
容

［
茶
道
］
①
基
本
講
義
　
　
　
②
お
茶
の
作
法
や
お
菓
子
の
食
べ
方
の
指
導
と
実
演
　
　
　
③
実
践
と
質
問

［
華
道
］
①
基
本
講
義
　
　
　
②
生
け
花
体
験
　
　
　

［
和
太
鼓
］
①
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
　
　
　
②
和
太
鼓
の
基
本
講
義
　
　
　
③
演
奏
体
験

［
銭
太
鼓
］
①
銭
太
鼓
の
歴
史
　
　
　
②
演
奏
体
験
　
　
　
③
講
師
の
演
技
鑑
賞

［
投
扇
興
］
①
投
扇
興
の
お
手
本
と
銘
定
の
紹
介
　
　
　
②
練
習
　
　
　
③
投
扇
興
で
点
数
を
つ
け
て
競
う

成
　
果

［
茶
道
］
歴
史
や
作
法
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
繰
り
返
し
ご
指
導
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
や
さ
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
「
ま
た
や
り
た
い
」
と
感
想
を
伝
え
て
い
た

［
華
道
］
花
の
種
類
や
華
道
の
歴
史
を
学
ん
だ
後
、
実
際
に
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
で
、
児
童
は
自
分
の
発
想
を
活
か
し
て
表
現
す
る
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

［
和
太
鼓
］
和
太
鼓
の
基
本
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
実
際
に
曲
を
演
奏
し
、
伝
統
の
技
を
感
じ
な
が
ら
表
現
し
よ
う
と
工
夫
し
楽
し
ん
で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

［
銭
太
鼓
］
銭
太
鼓
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
実
際
に
触
れ
て
演
奏
を
す
る
活
動
を
通
し
て
、
伝
統
文
化
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

［
投
扇
興
］
後
楽
園
に
ち
な
ん
だ
銘
定
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
投
扇
興
で
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
集
中
し
て
的
を
ね
ら
っ
た
り
、
友
だ
ち
と
声
を
か
け
合
っ
た
り
し
な
が
ら
伝
統
文
化
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

4
岡
山
市
立

目
　
標

室
町
文
化
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
を
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
よ
り
親
し
み
、
学
び
を
深
め
る
。

御
野
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
佐
藤
　
敬
子
、
岸
田
　
洋
枝
　
　
　［
水
墨
画
］
水
口
　
美
智
子
　
　
　［
狂
言
］
田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
11
5名
（
華
道
41
名
、
水
墨
画
39
名
、
狂
言
35
名
）

華
道
/水
墨
画
/狂
言

日
　
時

令
和
5年
10
月
23
日
（
月
）
8：
50
～
10
：
20

内
　
容

［
華
道
］・
歴
史
に
つ
い
て
の
話
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
お
手
本
実
演
（
作
品
を
置
く
場
所
と
テ
ー
マ
決
め
）　
　
　
・
生
け
花
体
験

［
水
墨
画
］・
色
紙
に
墨
で
絵
を
描
く
　
　
　
・
講
師
の
お
手
本
を
見
な
が
ら
、
太
い
筆
と
細
い
筆
を
使
い
分
け
、
色
も
ぬ
り
な
が
ら
描
く

［
狂
言
］
狂
言
に
つ
い
て
の
話
　
　
　
・
構
え
方
、
歩
き
方
、
笑
い
方
、
声
の
出
し
方
な
ど
の
体
験
　
　
　
・
狂
言
「
柿
山
伏
」
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
験

成
　
果

［
華
道
］
自
分
の
思
う
ま
ま
に
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
え
た

［
水
墨
画
］
墨
だ
け
で
、
太
い
線
や
細
い
線
、
濃
い
薄
い
を
描
き
分
け
、
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
1枚
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

［
狂
言
］
狂
言
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
室
山
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

5
倉
敷
市
立

目
　
標

文
化
体
験
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

児
島
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
尾
崎
　
好
子
、
土
谷
　
幸
子
　
　
　［
茶
道
］
宮
本
　
京
子
　
　
　［
水
墨
画
］
間
嶋
　
郁
子
　
　
　［
和
太
鼓
］
塩
尻
　
司
　
　
　

対
象
者

6年
生
11
2名
（
華
道
27
名
、
茶
道
29
名
、
水
墨
画
26
名
、
和
太
鼓
30
名
）

華
道
/茶
道
/水
墨
画

日
　
時

令
和
5年
9月
22
日
（
金
）
10
：
30
～
12
：
00

和
太
鼓

内
　
容

［
華
道
］
歴
史
や
生
け
方
を
学
び
、
花
材
を
活
か
し
て
花
を
生
け
る

［
茶
道
］
歴
史
や
飲
み
方
を
学
び
、
作
法
を
大
切
に
し
て
お
茶
を
い
た
だ
く

［
水
墨
画
］
歴
史
や
描
き
方
を
学
び
、
墨
の
濃
淡
を
活
か
し
て
絵
を
描
く

［
和
太
鼓
］
姿
勢
や
鳴
ら
し
方
を
学
び
、
み
ん
な
で
演
奏
す
る

成
　
果

・
社
会
科
で
学
ん
だ
内
容
と
、
現
代
の
日
本
文
化
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
日
本
固
有
の
文
化
に
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

・
昔
の
文
化
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
知
り
た
い
、
自
然
の
物
や
自
分
の
個
性
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
、
中
学
生
に
な
っ
て
も
昔
の
文
化
を
大
切
に
し
た
い
（
児
童
の
感
想
よ
り
）
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■
一
般
文
化
芸
術
部
門
■

【
合
唱
】

（
行
政
順
・
日
程
順
）

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
県
立

目
　
標

歌
唱
や
リ
ズ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
楽
し
く
声
を
出
し
た
り
リ
ズ
ム
を
表
現
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
声
の
出
し
方
、
リ
ズ
ム
の
取
り
方
、
表
現
の
方
法
な
ど
）。

岡
山
南
支
援
学
校

講
　
師

高
野
　
敦

対
象
者

中
学
部
3年
生
14
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
4日
（
月
）
9：
40
～
10
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
9月
25
日
（
月
） 
9：
40
～
10
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
2日
（
月
） 
9：
40
～
10
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
10
月
16
日
（
月
） 
9：
40
～
10
：
30

内
　
容

・
声
を
出
す
と
き
の
呼
吸
法
・
姿
勢
・
体
操
、
発
声
を
す
る
と
き
の
体
の
使
い
方
・
リ
ズ
ム
の
取
り
方
　
　
　
・
歌
唱
指
導
「
き
ら
め
い
て
中
学
部
」「
に
じ
」「
セ
ブ
ン
ス
テ
ッ
プ
ス
」

・
鑑
賞
映
像
を
利
用
し
た
合
唱
「
に
じ
」「
緑
の
虎
」
の
鑑
賞

成
　
果

・
声
の
出
し
方
や
呼
吸
法
、
発
声
方
法
、
リ
ズ
ム
の
取
り
方
な
ど
を
楽
し
く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た

・
曲
調
や
歌
詞
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
歌
っ
た
り
、
歌
に
合
わ
せ
て
身
体
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

・
専
門
家
の
指
導
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
本
格
的
な
声
楽
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

2
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
会
に
向
け
て
、
児
童
・
教
師
と
も
に
発
声
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
部
小
学
校

講
　
師

脇
本
　
恵
子

対
象
者

3・
4・
6年
生
62
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
26
日
（
火
）
13
：
35
～
14
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
3日
（
火
）
13
：
35
～
14
：
20
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
10
日
（
火
）
13
：
35
～
14
：
20
　
　
　
④
令
和
5年
10
月
24
日
（
火
）
13
：
35
～
14
：
20

内
　
容

発
声
指
導
と
各
学
年
の
発
表
曲
に
つ
い
て
歌
詞
の
意
味
、
歌
い
方
（
技
能
）
の
指
導

成
　
果

発
声
の
仕
方
を
知
り
、
正
し
く
発
声
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
歌
詞
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
表
現
力
が
身
に
つ
き
、
選
曲
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

プ
ロ
の
歌
手
で
も
あ
る
講
師
に
発
声
や
曲
想
の
と
ら
え
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
合
唱
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
、
歌
唱
技
術
の
向
上
を
ね
ら
う
。

福
渡
小
学
校

講
　
師

畑
山
　
か
お
り

対
象
者

全
学
年
39
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
28
日
（
木
）
10
：
30
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
8日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10
　
　

内
　
容

1・
2年
生
と
3
～
6年
生
に
分
か
れ
て
、
校
内
音
楽
発
表
会
の
合
唱
曲
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

指
導
後
は
、
声
の
大
き
さ
、
強
弱
と
も
に
上
手
に
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

4
岡
山
市
立

小
串
小
学
校

目
　
標

10
月
（
2学
期
）
に
は
学
習
発
表
会
、
2月
（
3学
期
）
に
は
卒
業
式
に
向
け
て
歌
唱
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
で
、
児
童
が
見
通
し
や
意
欲
、
自
信
を
も
っ
て
歌
唱
活
動
に
臨
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
ま
た
、
学
校
生
活
の
重
要
な
節
目

の
行
事
に
お
け
る
歌
唱
活
動
に
対
し
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
達
成
感
を
も
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

講
　
師

脇
本
　
恵
子

対
象
者

全
学
年
22
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
24
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
31
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
6年
2月
27
日
（
火
）　
10
：
45
～
12
：
20

内
　
容

【
10
月
】
呼
吸
や
姿
勢
等
の
発
声
の
基
礎
と
、
学
習
発
表
会
の
全
校
歌
唱
曲
「
す
べ
て
の
山
に
登
れ
」
に
つ
い
て
、
基
礎
事
項
の
活
用
、
楽
曲
理
解
と
歌
唱
表
現
を
指
導
い
た
だ
い
た
。

【
2月
】
呼
吸
や
姿
勢
等
の
発
声
の
基
礎
と
、
卒
業
式
の
全
校
歌
唱
曲
「
36
5日
の
紙
飛
行
機
」
お
よ
び
本
校
校
歌
に
つ
い
て
、
楽
曲
理
解
と
歌
唱
表
現
を
指
導
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

講
座
前
は
声
を
張
り
上
げ
て
歌
う
児
童
が
目
立
っ
て
い
た
が
、
受
講
後
は
児
童
の
中
で
「（
先
生
の
よ
う
な
）
響
き
の
あ
る
声
で
歌
お
う
」
と
い
う
意
思
を
も
っ
て
声
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
他
の
曲
に
臨
ん
だ
際
も
、
自
発
的
に

声
の
出
し
方
を
考
え
て
歌
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

5
岡
山
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
、
卒
業
式
に
向
け
て
の
合
唱
の
上
達

馬
屋
上
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代
、
鴨
井
　
敦
子

対
象
者

全
学
年
24
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
26
日
（
木
）
13
：
40
～
14
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
9日
（
木
）
13
：
40
～
14
：
40
　
　
　
③
令
和
6年
2月
22
日
（
木
）
13
：
40
～
14
：
40

内
　
容

発
声
や
声
の
出
し
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。「
や
さ
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
た
な
ら
」「
卒
業
の
日
よ
お
め
で
と
う
」「
ひ
ろ
い
世
界
へ
」
の
二
部
合
唱
の
指
導
や
歌
い
方
、
リ
ズ
ム
の
と
り
方
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

腹
筋
を
使
っ
て
、
頭
声
発
声
で
声
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
高
音
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。
互
い
の
声
を
聞
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
声
が
そ
ろ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
二
部
に
分
か
れ
る
と
き
の
音
の
と
り
方
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
、
自
信
を
も
っ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た
歌
唱
に
つ
い
て
、
意
欲
付
け
並
び
に
発
声
の
基
本
を
経
験
す
る
こ
と

御
津
小
学
校

講
　
師

畑
山
　
か
お
り

対
象
者

4
～
6年
生
70
名

日
　
時

①
令
和
5年
11
月
2日
（
木
）
11
：
20
～
12
：
20
、
14
：
00
～
15
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
15
日
（
水
）
13
：
00
～
14
：
00
　
　
　
③
令
和
6年
2月
27
日
（
火
）
14
：
30
～
15
：
40
　
　

内
　
容

・
口
形
、
姿
勢
、
心
構
え
　
　
　
・
歌
う
時
の
留
意
点
　
　
　
・
卒
業
式
の
歌

成
　
果

講
師
の
歌
い
方
を
聞
き
、
新
た
な
気
付
き
が
あ
っ
た
。
生
の
歌
を
見
聞
き
で
き
感
激
し
た
児
童
が
多
く
い
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

7
倉
敷
市
立

目
　
標

「
き
ら
り
発
表
会
」
に
向
け
て
、
歌
唱
力
・
表
現
力
の
向
上
を
目
指
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
の
歌
唱
が
戻
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
歌
う
機
会
が
無
か
っ
た
た
め
、
児
童
に
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
た
い
。

柏
島
小
学
校

講
　
師

畑
山
　
か
お
り

対
象
者

5年
40
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
11
日
（
水
）
13
：
30
～
15
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
25
日
（
水
）
13
：
30
～
15
：
20
　
　
　

内
　
容

・
声
を
響
か
せ
る
た
め
の
発
声
指
導
　
　
　
・
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
の
音
取
り
と
パ
ー
ト
別
指
導
　
　
　
・
歌
唱
中
の
息
つ
ぎ
や
歌
い
出
し
な
ど
の
合
唱
指
導

成
　
果

講
座
実
施
前
は
、
元
気
に
歌
う
だ
け
の
合
唱
だ
っ
た
児
童
が
、
各
パ
ー
ト
を
聞
き
合
い
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
意
識
し
て
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
全
体
の
声
量
が
大
き
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
響
き
の
あ
る
声
に
な
り
、
地
声
の
児

童
が
少
な
く
な
っ
た
。

8
倉
敷
市
立

目
　
標

学
芸
会
に
向
け
て
の
歌
唱
指
導
と
歌
う
時
の
姿
勢
、
発
声
の
仕
方
な
ど
を
教
わ
り
、
児
童
の
歌
唱
力
向
上
を
狙
う
。

柳
井
原
小
学
校

講
　
師

山
下
　
典
子

対
象
者

全
学
年
46
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
12
日
（
木
）
9：
25
～
10
：
10
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
26
日
（
木
）
9：
25
～
10
：
10
　
　
　
③
令
和
5年
11
月
16
日
（
木
）
10
：
40
～
11
：
25
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
22
日
（
水
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

・
歌
う
時
の
姿
勢
、
発
声
の
仕
方
の
指
導
　
　
　
・
遠
く
へ
声
を
届
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
な
が
ら
、
学
芸
会
で
歌
う
曲
の
歌
唱
指
導

成
　
果

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
遠
く
ま
で
響
く
歌
声
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
伴
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
指
揮
者
を
見
な
が
ら
全
員
で
心
を
一
つ
に
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
本
番
で
は
、
会
場
全
体
に
響
く
歌
声
を
保
護

者
や
地
域
の
方
に
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

9
倉
敷
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
に
む
け
て
、
合
唱
の
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
る
。

本
荘
小
学
校

講
　
師

山
下
　
典
子

対
象
者

4・
5年
生
36
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
13
日
（
金
）
14
：
00
～
14
：
45
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
31
日
（
火
）　
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
5年
11
月
9日
（
木
）　
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
17
日
（
金
）　
14
：
00
～
14
：
45

内
　
容

・
発
声
練
習
「
い
い
声
出
そ
う
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
」　
　
　
・「
世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る
ま
で
」
合
唱
指
導

成
　
果

初
め
は
地
声
で
歌
っ
て
お
り
、
声
量
も
な
か
っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
き
れ
い
な
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

10
倉
敷
市
立

目
　
標

大
き
な
声
で
楽
し
み
な
が
ら
、
伸
び
伸
び
と
歌
う
こ
と
が
で
き
る
。

下
津
井
東
小
学
校

講
　
師

種
田
　
光
洋

対
象
者

3・
4年
生
14
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
20
日
（
金
）
13
：
55
～
14
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
27
日
（
金
）
13
：
55
～
14
：
40
　
　
　
③
令
和
5年
11
月
10
日
（
金
）
13
：
55
～
14
：
40

内
　
容

・
歌
う
時
の
姿
勢
、
ス
キ
ッ
プ
や
歩
く
な
ど
の
身
体
を
使
っ
た
リ
ズ
ム
の
感
じ
方
　
　
　
・
歌
詞
を
意
識
し
た
ま
と
ま
り
ご
と
の
歌
い
方
　
　
　
・
伸
ば
す
と
こ
ろ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
歌
う
コ
ツ
に
つ
い
て
の
指
導

成
　
果

歌
う
と
き
の
姿
勢
が
よ
く
な
り
、
胸
を
張
っ
て
堂
々
と
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
伸
ば
す
と
こ
ろ
や
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
伸
び
や
か
に
歌
う
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
体
を
揺
ら
し
た
り
、
笑
顔
を
見
せ
た
り
、
楽
し

く
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

11
倉
敷
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
に
向
け
て
正
し
い
歌
唱
法
を
学
び
、
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
み
な
が
ら
美
し
い
歌
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

玉
島
南
小
学
校

講
　
師

山
下
　
典
子

対
象
者

3・
5年
12
2名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
26
日
（
木
）
11
：
40
～
14
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
13
日
（
月
）　
10
：
45
～
12
：
25
　

内
　
容

歌
唱
に
お
い
て
の
呼
吸
法
と
発
声
法
の
指
導
。

成
　
果

美
し
い
歌
声
や
フ
レ
ー
ズ
感
を
意
識
し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

12
津
山
市
立

目
　
標

4・
6年
生
は
学
習
発
表
会
に
向
け
て
、
6年
生
は
更
に
卒
業
式
に
向
け
て
の
歌
唱
指
導
と
歌
唱
力
の
向
上
を
目
指
す
。

河
辺
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

4・
6年
生
11
2名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
25
日
（
月
）
10
：
45
～
12
：
25
　
　
　
②
令
和
6年
2月
5日
（
月
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
6年
2月
19
日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

4年
生
は
「
い
つ
だ
っ
て
！
」
6年
生
は
「
Pe
op
le
 o
f t
he
 W
or
ld
」「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
唱
指
導
。
歌
う
姿
勢
、
発
声
の
仕
方
、
言
葉
の
発
音
、
表
現
の
仕
方
、
声
の
と
ば
し
方
、
二
部
合
唱
パ
ー
ト
練
習
。

成
　
果

6年
生
は
計
3回
の
指
導
で
、
基
本
的
な
声
の
出
し
方
が
定
着
し
、
お
互
い
に
聞
き
合
う
こ
と
で
歌
い
方
が
向
上
し
た
。
4年
生
は
初
め
て
指
導
を
受
け
た
が
、
昨
年
度
見
学
を
し
て
い
た
の
で
意
欲
的
に
参
加
し
、
楽
し
く
、
そ
し
て

自
信
を
持
っ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

13
津
山
市
立

目
　
標

・
音
楽
発
表
会
、
学
習
発
表
会
に
向
け
た
歌
唱
指
導
　
　
　
・
卒
業
式
に
向
け
た
歌
唱
指
導

東
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

4・
6年
生
85
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
12
日
（
木
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
18
日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
6年
2月
26
日
（
月
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
④
令
和
6年
2月
29
日
（
木
）
13
：
45
～
14
：
30

内
　
容

・
4年
生
合
唱
「
ふ
る
さ
と
」　
　
　
・
6年
生
合
唱
「
旅
立
ち
の
日
に
」

成
　
果

合
唱
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
で
、
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
合
唱
の
心
地
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

14
津
山
市
立

目
　
標

子
ど
も
が
歌
唱
の
基
礎
を
身
に
付
け
、
歌
う
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
教
員
が
指
導
の
仕
方
を
学
ん
で
今
後
の
指
導
に
生
か
す
た
め
。

高
田
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

1
～
5年
生
79
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
19
日
（
木
）
10
：
40
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
1日
（
水
）
10
：
40
～
12
：
10
　

内
　
容

・
1
～
3年
生
は
、
発
音
・
発
声
の
仕
方
（
頭
声
発
声
、
鼻
濁
音
）
と
曲
に
合
わ
せ
た
歌
い
方
、
発
表
の
仕
方
の
指
導
　
　
　
・
4、
5年
生
は
、
発
音
・
発
声
の
仕
方
と
二
部
合
唱
の
歌
い
方
、
曲
想
を
と
ら
え
た
歌
い
方
の
指
導

成
　
果

指
導
を
通
し
て
、
頭
声
発
声
に
変
わ
り
、
曲
想
に
合
わ
せ
て
気
持
ち
を
込
め
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

15
津
山
市
立

目
　
標

・
学
習
発
表
会
（
全
校
児
童
）
と
津
山
市
研
究
演
奏
会
（
3・
4年
生
）
に
向
け
て
の
合
唱
指
導
　
　
　
・
卒
業
式
の
式
歌
（
卒
業
生
の
合
唱
）
の
指
導

高
倉
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
99
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
20
日
（
金
）
9：
35
～
10
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
1日
（
水
）
13
：
05
～
14
：
40
　
　
　
③
令
和
6年
2月
27
日
（
火
）
13
：
45
～
14
：
30

内
　
容

3・
4年
生
は
「
CO
SM
O
S」
、
6年
生
は
「
旅
立
ち
の
日
に
」、
全
校
児
童
「
Be
lie
ve
」
の
二
部
合
唱
の
歌
唱
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

・
歌
う
時
の
姿
勢
、
声
の
出
し
方
、
発
声
、
呼
吸
の
仕
方
な
ど
、
基
礎
的
な
技
能
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
は
伸
び
や
か
に
響
き
の
あ
る
歌
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

・
教
員
が
歌
唱
指
導
の
方
法
に
つ
い
て
知
り
、
そ
の
後
の
指
導
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た

16
津
山
市
立

目
　
標

コ
ロ
ナ
も
第
5類
扱
い
に
な
り
、
よ
う
や
く
歌
え
る
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
全
校
生
徒
43
名
の
小
さ
な
学
校
で
は
あ
る
が
、
美
し
い
声
で
伸
び
や
か
に
合
唱
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

清
泉
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
43
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
26
日
（
木
）
10
：
40
～
12
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
7日
（
火
）
10
：
40
～
12
：
20

内
　
容

全
校
合
唱
（
43
名
）「
も
み
じ
」、
3
～
6年
生
（
35
名
）
合
唱
「
ゆ
う
き
」、
1・
2年
生
（
8名
）
斉
唱
「
あ
お
い
そ
ら
に
え
を
か
こ
う
」
の
歌
唱
指
導
。

成
　
果

学
習
発
表
会
で
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
校
生
徒
43
名
な
が
ら
、
み
ん
な
一
生
懸
命
歌
い
、
体
育
館
に
美
し
い
声
が
響
い
た
。
ま
た
、
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

17
備
前
市
立

目
　
標

基
本
的
な
歌
い
方
を
学
び
、
学
習
発
表
会
で
自
信
を
も
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
な
る
。

伊
部
小
学
校

講
　
師

桑
原
　
直
美

対
象
者

4年
生
63
名

日
　
時

①
令
和
5年
7月
14
日
（
金
）
9：
35
～
10
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
13
日
（
金
）
9：
35
～
10
：
20
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
27
日
（
金
）
9：
35
～
10
：
20
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
10
日
（
金
）
9：
35
～
10
：
20

内
　
容

・
発
声
の
仕
方
　
　
　
・
歌
唱
指
導
「
も
み
じ
」（
言
葉
の
発
音
の
仕
方
、
歌
詞
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
歌
い
方
、
パ
ー
ト
の
重
な
り
部
分
の
音
程
の
取
り
方
）

成
　
果

・
発
声
の
仕
方
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
響
き
の
あ
る
声
で
合
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

・
歌
詞
の
言
葉
を
意
識
し
て
歌
う
こ
と
で
、
思
い
を
こ
め
た
り
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

18
備
前
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
に
て
全
校
合
唱
を
行
う
に
あ
た
り
コ
ロ
ナ
禍
で
歌
う
機
会
が
な
か
っ
た
生
徒
が
、
本
番
の
ス
テ
ー
ジ
に
自
信
を
持
っ
て
立
て
る
よ
う
に
、
実
技
お
よ
び
表
現
に
お
い
て
の
指
導
を
し
て
も
ら
う
。

三
石
中
学
校

講
　
師

畑
山
　
か
お
り

対
象
者

全
学
年
28
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
14
日
（
木
）
13
：
45
～
14
：
35
　
　
　
②
令
和
5年
9月
28
日
（
木
）
14
：
55
～
15
：
45
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
2日
（
月
）
14
：
55
～
15
：
45
　
　
　
④
令
和
5年
10
月
10
日
（
火
）
14
：
55
～
15
：
45

内
　
容

・
生
徒
が
選
ん
だ
曲
を
歌
う
に
あ
た
っ
て
、
口
の
開
け
方
や
歌
う
と
き
の
表
情
や
子
音
を
意
識
す
る
こ
と
で
歌
詞
が
活
か
さ
れ
る
事
な
ど
の
指
導

・
講
師
が
お
手
本
と
し
て
1フ
レ
ー
ズ
歌
っ
た
り
、
生
徒
と
一
緒
に
歌
う
な
ど
の
具
体
的
な
歌
唱
指
導
　
　

成
　
果

本
校
で
は
合
唱
を
行
う
度
に
声
量
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
講
師
の
声
掛
け
や
明
る
く
パ
ワ
フ
ル
な
指
導
の
お
か
げ
で
課
題
を
早
々
に
ク
リ
ア
し
、
曲
の
も
つ
雰
囲
気
に
注
目
し
た
り
、
表
現
の
部
分
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
と
感
じ
た
。

19
備
前
市
立

目
　
標

「
世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る
ま
で
」
の
歌
唱
指
導
を
通
し
て
、
児
童
が
適
切
な
発
声
法
や
歌
唱
法
を
身
に
付
け
る
。

西
鶴
山
小
学
校

講
　
師

桑
原
　
直
美

対
象
者

3・
4年
生
14
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
27
日
（
金
）
11
：
30
～
12
：
15
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
10
日
（
金
）
11
：
30
～
12
：
15
　
　
　

内
　
容

・
歌
う
時
の
姿
勢
や
腹
式
呼
吸
、
喉
を
開
け
る
方
法
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
発
声
練
習
を
し
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

・「
世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る
ま
で
」
の
練
習
を
通
し
て
、
子
音
を
き
ち
ん
と
発
音
す
る
こ
と
、
歌
詞
の
意
味
を
捉
え
て
表
現
す
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

成
　
果

さ
ま
ざ
ま
な
発
声
練
習
を
テ
ン
ポ
よ
く
進
め
て
く
だ
さ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
集
中
し
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
先
生
の
歌
声
を
聞
い
た
り
、
体
の
使
い
方
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち

は
目
指
す
ゴ
ー
ル
が
明
確
に
見
え
て
お
り
、
響
き
の
あ
る
声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

20
備
前
市
立

目
　
標

変
声
期
を
迎
え
る
児
童
に
お
い
て
は
遠
慮
が
ち
に
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
全
員
で
卒
業
式
に
自
信
を
も
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

伊
里
小
学
校

講
　
師

畑
山
　
か
お
り

対
象
者

6年
生
27
名

日
　
時

①
令
和
5年
12
月
15
日
（
金
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
②
令
和
6年
1月
18
日
（
木
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
③
令
和
6年
2月
1日
（
木
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
④
令
和
6年
2月
22
日
（
木
）
11
：
15
～
12
：
00

内
　
容

卒
業
式
で
歌
う
「
次
の
空
へ
」
を
題
材
と
し
て
歌
唱
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
歌
詞
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
ど
ん
な
風
に
歌
う
の
が
よ
い
か
考
え
る
こ
と
、
子
音
を
意
識
し
て
歌
う
こ
と
、
児
童
一
人
ず
つ
の
声
を
聞
い

て
、
口
の
開
け
方
や
顎
が
出
な
い
よ
う
姿
勢
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
個
別
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

成
　
果

歌
う
こ
と
が
好
き
だ
が
高
音
を
出
し
に
く
か
っ
た
り
、
変
声
期
を
迎
え
て
自
分
の
声
だ
け
が
目
立
っ
た
り
す
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
た
児
童
が
自
信
を
も
っ
て
声
を
出
す
こ
と
や
、
曲
の
良
さ
に
気
付
き
、
思
い
を
込
め
て
歌
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

21
赤
磐
市
立

目
　
標

合
唱
の
練
習

山
陽
小
学
校

講
　
師

畑
山
　
か
お
り

対
象
者

5・
6年
生
12
9名

日
　
時

①
令
和
5年
7月
5日
（
水
）
9：
20
～
10
：
05
　
　
　
②
令
和
5年
7月
12
日
（
水
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
③
令
和
6年
2月
20
日
（
火
）
14
：
40
～
15
：
25
　
　
　
④
令
和
6年
2月
28
日
（
水
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

拍
の
流
れ
に
乗
っ
て
生
き
生
き
と
歌
う
た
め
の
姿
勢
、
口
形
、
発
声
の
仕
方
な
ど
を
学
習
し
た
。
間
延
び
し
な
い
よ
う
「
前
の
め
り
」
に
声
を
出
し
た
り
、
口
角
を
上
げ
て
歌
っ
た
り
、
口
を
し
っ
か
り
開
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
伸

び
や
か
な
声
で
は
っ
き
り
と
歌
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

成
　
果

講
座
実
施
前
は
声
量
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
実
施
後
は
声
量
も
上
が
り
、
明
る
く
響
く
歌
声
に
変
わ
っ
た
。
パ
ー
ト
ご
と
で
音
が
と
れ
に
く
い
原
因
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
改
善
の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

22
真
庭
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
の
全
校
合
唱
の
歌
と
、
卒
業
式
の
式
歌
の
歌
唱
指
導

草
加
部
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
28
名

日
　
時

①
令
和
5年
10
月
13
日
（
金
）
14
：
00
～
14
：
45
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
20
日
（
金
）
14
：
00
～
14
：
45
　
　
　
③
令
和
6年
2月
16
日
（
金
）
14
：
00
～
14
：
45
　
　
　
④
令
和
6年
2月
26
日
（
月
）
14
：
00
～
14
：
45

内
　
容

学
習
発
表
会
の
全
校
合
唱
の
歌
「
W
ish
～
夢
を
信
じ
て
」、
卒
業
式
の
式
歌
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
の
歌
唱
指
導
。

成
　
果

発
声
や
発
音
の
仕
方
、
歌
詞
を
大
切
に
歌
う
こ
と
な
ど
、
歌
い
方
を
身
に
付
け
よ
う
と
し
た
り
、
仲
間
と
歌
声
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

23
真
庭
市
立

目
　
標

卒
業
式
に
向
け
て
、
教
師
は
曲
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
児
童
は
高
音
部
も
無
理
な
く
伸
び
や
か
に
歌
え
る
よ
う
に
な
る
。

湯
原
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
67
名

日
　
時

①
令
和
5年
11
月
27
日
（
月
）
9：
40
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
1月
18
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
11
/2
7は
、
低
学
年
と
高
学
年
に
分
か
れ
て
の
パ
ー
ト
練
習
　
　
　
・
1/
18
は
、
1
～
5年
生
の
合
唱
指
導
と
6年
生
へ
の
合
唱
指
導

成
　
果

・
児
童
の
歌
声
が
指
導
の
前
後
で
大
き
く
変
わ
り
、
楽
し
く
自
信
を
も
っ
て
声
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

・
高
い
声
を
無
理
な
く
出
す
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
が
分
か
ら
な
い
児
童
も
発
声
の
仕
方
が
わ
か
り
、
し
っ
か
り
声
を
出
し
て
歌
え
て
い
た

24
美
作
市
立

目
　
標

児
童
が
基
本
的
な
歌
い
方
に
つ
い
て
学
習
し
、
伸
び
や
か
な
声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
教
員
も
そ
の
指
導
の
仕
方
に
つ
い
て
研
修
す
る
。

大
原
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
14
3名

日
　
時

令
和
5年
6月
5日
（
月
）
13
：
50
～
15
：
30

内
　
容

13
：
50
～
14
：
35
ま
で
は
1
～
4年
生
、
14
：
45
～
15
：
30
ま
で
は
5・
6年
生
が
「
Be
lie
ve
」
の
歌
唱
指
導
を
受
け
た
。
具
体
的
に
は
、
歌
う
時
の
立
ち
方
、
口
の
開
け
方
、
発
声
の
仕
方
を
学
習
し
、
高
学
年
は
低
音
パ
ー
ト
と

高
音
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
「
Be
lie
ve
」
を
合
唱
。

成
　
果

・
久
し
ぶ
り
の
合
唱
を
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
声
が
出
る
姿
勢
や
呼
吸
法
、
発
声
の
仕
方
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

・
自
分
の
声
、
友
だ
ち
の
声
を
聞
き
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
気
持
ち
よ
く
感
じ
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
本
校
で
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
3つ
の
心
「
主
体
、
協
働
、
挑
戦
」
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た

25
美
作
市
立

目
　
標

講
師
の
歌
唱
指
導
の
も
と
、
合
唱
練
習
を
行
う
。

土
居
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
42
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
30
日
（
金
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
10
月
23
日
（
月
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
③
令
和
6年
2月
21
日
（
水
）
13
：
15
～
14
：
50

内
　
容

第
1回
目
は
合
唱
の
基
礎
を
学
び
、
第
2回
目
は
「
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
」（
10
月
28
日
）
に
向
け
て
の
練
習
、
第
3回
目
は
卒
業
式
に
向
け
て
の
練
習
を
行
っ
た
。

成
　
果

児
童
は
、
歌
唱
だ
け
で
な
く
、
言
葉
を
大
切
に
す
る
態
度
が
身
に
付
い
た
。
今
年
度
は
二
部
合
唱
が
で
き
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
が
、「
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
そ
れ
が
達
成
で
き
て
、
地
域
の
人
も
喜
ん
で
く
れ
た
。
頭

声
発
声
が
し
っ
か
り
身
に
付
い
た
。

26
美
咲
町
立

目
　
標

・
正
し
い
発
声
の
仕
方
　
　
　
・
美
し
く
響
き
の
あ
る
声
で
歌
う
　
　
　
・
二
部
合
唱
を
楽
し
む
　
　
　
・
職
員
も
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

美
咲
中
央
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
（
14
2名
）

日
　
時

令
和
6年
2月
29
日
（
木
）
10
：
35
～
12
：
15

内
　
容

・
頭
声
発
声
(姿
勢
、
目
線
、
支
え
)や
歌
詞
に
つ
い
て
（
鼻
濁
音
、
子
音
を
は
っ
き
り
、
歌
詞
を
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
）
な
ど
、
卒
業
式
で
歌
う
曲
を
使
っ
て
の
指
導
　
　
　

成
　
果

専
門
的
な
発
声
法
を
学
ぶ
こ
と
で
、
歌
声
も
表
情
も
豊
か
に
な
り
、
積
極
的
に
も
っ
と
歌
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
感
じ
た
子
ど
も
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
職
員
に
と
っ
て
も
指
導
法
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
合
奏
】

1
総
社
市
立

目
　
標

音
楽
発
表
会
に
向
け
た
合
唱
・
合
奏
指
導

清
音
小
学
校

講
　
師

杉
本
　
賢
志

対
象
者

4年
生
62
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
17
日
（
火
）
8：
40
～
10
：
15
　
　

内
　
容

［
合
唱
］
歌
う
と
き
に
大
切
な
こ
と
の
確
認
、
発
声
・
言
葉
の
発
音
の
仕
方
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
部
分
の
音
の
と
り
方
。

［
合
奏
］
打
楽
器
の
演
奏
方
法
、
リ
ズ
ム
の
と
り
方
、
リ
コ
ー
ダ
ー
・
け
ん
盤
の
息
の
入
れ
方
と
合
奏
で
大
切
な
こ
と
の
確
認
な
ど
。

成
　
果

・
専
門
的
な
指
導
を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
　
　
　
・
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
指
導
で
児
童
の
技
術
向
上
が
図
れ
た

【
吹
奏
楽
】

1
倉
敷
市
立

西
中
学
校

目
　
標

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
楽
器
の
扱
い
方
や
奏
法
な
ど
基
礎
基
本
を
身
に
付
け
る

［
フ
ル
ー
ト
］
楽
器
の
扱
い
方
や
奏
法
な
ど
基
礎
基
本
を
身
に
付
け
る

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
楽
器
の
扱
い
方
や
奏
法
な
ど
基
礎
基
本
を
身
に
付
け
る

［
打
楽
器
］
楽
器
の
扱
い
方
や
奏
法
な
ど
基
礎
基
本
を
身
に
付
け
る

講
　
師

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
原
田
　
直
郎
　
　
　［
フ
ル
ー
ト
］
野
﨑
　
め
ぐ
み
　
　
　［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
土
師
　
由
美
子
　
　
　［
打
楽
器
］
仁
城
　
英
子
　

対
象
者

吹
奏
楽
部
1
～
2年
生
14
名
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
4名
、
フ
ル
ー
ト
2名
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
4名
、
打
楽
器
４
名
）　
　

日
　
時

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
①
令
和
5年
11
月
18
日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
2月
10
日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30

［
フ
ル
ー
ト
］
①
令
和
5年
10
月
21
日
（
土
）
10
：
00
～
12
：
00
　
　
　
②
令
和
6年
2月
10
日
（
土
）
10
：
00
～
12
：
00

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
①
令
和
5年
10
月
21
日
（
土
）
9：
00
～
11
：
00
　
　
　
　
②
令
和
6年
2月
17
日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30

［
打
楽
器
］
①
令
和
5年
7月
8日
（
土
）
13
：
45
～
15
：
45
　
　
　
　
②
令
和
6年
2月
17
日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30

内
　
容

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
な
ぜ
そ
う
な
の
か
…
と
い
う
理
論
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
な
が
ら
吹
い
て
い
っ
た
。
ま
た
息
の
流
れ
や
音
の
形
を
確
認
し
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

［
フ
ル
ー
ト
］
吹
き
口
へ
の
構
え
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
よ
い
音
で
の
演
奏
に
な
る
よ
う
指
導
い
た
だ
い
た

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
一
人
ひ
と
り
の
楽
器
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
個
別
の
時
間
も
取
り
な
が
ら
個
々
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
行
っ
て
い
た
だ
い
た

［
打
楽
器
］
バ
チ
の
構
え
方
や
腕
や
身
体
の
使
い
方
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
だ
き
、
基
礎
練
習
の
取
り
組
み
方
も
教
え
て
い
た
だ
い
た

成
　
果

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
息
の
使
い
方
、
体
の
使
い
方
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
丁
寧
に
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
は
じ
め
た

［
フ
ル
ー
ト
］
先
生
の
美
し
い
音
色
を
参
考
に
、
今
後
の
活
動
に
さ
ら
に
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
分
か
る
喜
び
、
で
き
る
喜
び
を
感
じ
、
ま
す
ま
す
練
習
に
も
力
が
入
っ
て
い
る

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
新
し
い
（
知
ら
な
か
っ
た
）
気
づ
き
が
多
く
、
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
を
実
践
す
る
と
一
気
に
音
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
吹
く
こ
と
の
楽
し
さ
も
高
ま
っ
た

［
打
楽
器
］
日
頃
行
っ
て
い
る
練
習
も
何
気
な
く
や
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
ま
た
打
法
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
音
色
も
変
わ
り
、
生
徒
の
意
識
が
変
化
し
た

2
玉
野
市
立

日
比
中
学
校

目
　
標

［
金
管
楽
器
］
基
礎
練
習
方
法
の
習
得
と
基
礎
力
・
演
奏
技
術
の
向
上

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
楽
器
に
関
す
る
基
本
的
知
識
の
習
得
と
基
礎
力
・
演
奏
技
術
の
向
上

講
　
師

［
金
管
楽
器
］
原
田
　
直
郎
　
　
　［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
土
師
　
由
美
子

対
象
者

［
金
管
楽
器
］
吹
奏
楽
部
1・
2年
生
5名
　
　
　［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
吹
奏
楽
部
全
学
年
3名

日
　
時

［
金
管
楽
器
］
①
令
和
5年
7月
7日
（
金
）
15
：
00
～
17
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
11
日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
①
令
和
5年
7月
1日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
11
日
（
水
）
9：
30
～
11
：
30

内
　
容

［
金
管
楽
器
］
基
礎
練
習
の
方
法
、
練
習
の
進
め
方
と
時
間
配
分
を
学
習

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
楽
器
に
関
す
る
基
本
的
知
識
と
日
々
の
基
礎
練
習
に
生
か
す
練
習
方
法
を
学
習

成
　
果

［
金
管
楽
器
］
金
管
パ
ー
ト
で
基
礎
練
習
を
揃
え
て
行
う
こ
と
で
、
で
き
て
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
合
い
な
が
ら
練
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
パ
ー
ト
内
で
互
い
に
学
ん
だ
こ
と
を
復
習
し
教
え
合
い
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と
で
、
基
礎
力
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
瀬
戸
内
市
立

長
船
中
学
校

目
　
標

［
ホ
ル
ン
］
ホ
ル
ン
の
実
技
向
上
と
基
礎
の
習
得

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
基
礎
力
と
表
現
力
の
向
上

［
フ
ル
ー
ト
］
基
礎
力
の
向
上

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
基
礎
力
と
表
現
力
の
向
上

講
　
師

［
ホ
ル
ン
］
寺
谷
　
政
史
　
　
　［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
原
田
　
直
郎
　
　
　［
フ
ル
ー
ト
］
野
﨑
　
め
ぐ
み
　
　
　［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
松
本
　
典
子

対
象
者

吹
奏
楽
部
・
全
学
年
6名
（
ホ
ル
ン
1名
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
2名
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
2名
、
フ
ル
ー
ト
1名
）　
　

日
　
時

［
ホ
ル
ン
］
①
令
和
5年
9月
9日
（
土
）
9：
00
～
10
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
9月
16
日
（
土
）
9：
00
～
10
：
30
　

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
①
令
和
5年
10
月
28
日
（
土
）
10
：
00
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
12
月
15
日
（
金
）
14
：
00
～
15
：
30

［
フ
ル
ー
ト
］
①
令
和
5年
9月
23
日
（
土
）
10
：
00
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
1月
13
日
（
土
）
10
：
00
～
11
：
30

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
令
和
5年
11
月
18
日
（
土
）
9：
30
～
12
：
30

内
　
容

［
ホ
ル
ン
］
楽
器
の
か
ま
え
方
、
息
の
使
い
方
、
指
づ
か
い
な
ど
の
基
礎
　

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
個
人
レ
ッ
ス
ン
で
基
礎
練
習
の
意
味
と
方
法
の
指
導
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
表
現
力
向
上
の
た
め
の
指
導

［
フ
ル
ー
ト
］
1年
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
基
礎
練
習
を
中
心
に
指
導
。
楽
器
の
か
ま
え
方
、
指
づ
か
い
、
ア
ン
ブ
シ
ュ
ア
（
口
の
形
）
の
指
導

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
前
半
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
一
人
ひ
と
り
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
。
後
半
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
表
現
向
上
の
た
め
の
レ
ッ
ス
ン

成
　
果

［
ホ
ル
ン
］
新
し
い
知
識
が
た
く
さ
ん
増
え
、
90
分
の
レ
ッ
ス
ン
の
中
で
も
上
達
が
感
じ
ら
れ
た

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
基
礎
練
習
の
方
法
が
分
か
り
、
日
々
の
個
人
練
習
が
充
実
し
て
い
る

［
フ
ル
ー
ト
］
基
礎
的
な
奏
法
が
習
得
で
き
た

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
音
色
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
基
礎
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
方
が
分
か
っ
た
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

4
赤
磐
市
立

目
　
標

小
編
成
バ
ン
ド
の
サ
ウ
ン
ド
の
つ
く
り
方
を
学
び
、
各
楽
器
の
役
割
を
意
識
し
た
演
奏
技
能
の
向
上
を
目
指
す
。

磐
梨
中
学
校

講
　
師

寺
谷
　
政
史

対
象
者

全
学
年
14
名

日
　
時

①
令
和
5年
7月
2日
（
日
） 
9：
30
～
11
：
30
　
　
②
令
和
5年
7月
16
日
（
日
） 
9：
30
～
11
：
30

内
　
容

コ
ン
ク
ー
ル
曲
「
フ
ラ
ワ
ー
・
ク
ラ
ウ
ン
」
の
演
奏
指
導

成
　
果

・
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
美
し
く
演
奏
す
る
こ
と
や
拍
の
頭
を
そ
ろ
え
る
こ
と
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
演
奏
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
　
　
　
・
曲
を
演
奏
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
た

5
美
作
市
立

美
作
中
学
校

目
　
標

［
打
楽
器
］［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］［
ホ
ル
ン
］
毎
日
の
基
礎
練
習
の
ヒ
ン
ト
や
正
し
い
奏
法
を
つ
か
み
、
演
奏
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

［
合
奏
］
合
奏
の
こ
こ
ろ
が
ま
え
や
技
術
表
現
に
つ
い
て
学
ぶ

講
　
師

［
打
楽
器
］
仁
城
　
英
子
　
　
　［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
磯
部
　
真
弓
　
　
　［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
原
田
　
直
郎
　
　
　［
ホ
ル
ン
・
合
奏
］
寺
谷
　
政
史

対
象
者

全
学
年
20
名
（
打
楽
器
3名
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
2名
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
3名
、
ホ
ル
ン
3名
）

日
　
時

［
打
楽
器
］
令
和
5年
6月
25
日
（
日
）
9：
30
～
11
：
30
　
　

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
令
和
5年
7月
1日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30
　
　
　

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
令
和
5年
6月
25
日
（
日
）
9：
30
～
11
：
30
　
　
　

［
ホ
ル
ン
］
令
和
5年
7月
1日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30

［
合
奏
］
令
和
5年
7月
8日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30

内
　
容

［
打
楽
器
］
打
楽
器
の
基
礎
、
表
現
の
し
か
た
、
道
具
の
選
び
方
　

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
楽
器
の
構
造
、
リ
ー
ド
の
選
び
方
、
演
奏
の
基
礎

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
楽
器
の
手
入
れ
の
仕
方
と
演
奏
の
基
礎

［
ホ
ル
ン
］
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
選
び
方
、
基
礎
練
習
、
純
正
律
で
の
音
の
と
り
方

［
合
奏
］
合
奏
の
技
術
面
と
表
現

成
　
果

［
打
楽
器
］・
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
そ
の
後
の
練
習
に
活
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
　
　
　
・
マ
レ
ッ
ト
な
ど
必
要
な
道
具
の
選
び
方
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　
　
・
自
分
で
考
え
て
練
習
す
る
ヒ
ン
ト
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
　
　

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］・
リ
ー
ド
の
使
い
方
、
選
び
方
な
ど
新
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
基
礎
練
習
の
し
か
た
や
注
意
す
べ
き
こ
と
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
目
的
を
持
っ
た
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］・
1年
生
に
も
分
か
り
や
す
く
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
楽
器
や
演
奏
へ
の
興
味
や
関
心
を
よ
り
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
　
　
　
・
日
々
の
練
習
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
の
で
、
練
習
を
工
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
た

［
ホ
ル
ン
］・
1年
生
も
い
た
の
で
基
礎
を
し
っ
か
り
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
上
級
生
に
と
っ
て
も
知
ら
な
い
知
識
が
多
く
、
新
し
い
発
見
の
多
い
練
習
に
な
っ
た

　
　
　
　
・
得
た
知
識
を
日
々
の
練
習
で
活
か
し
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

［
合
奏
］
音
を
聞
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
基
礎
合
奏
を
曲
の
中
に
活
か
す
た
め
の
視
点
が
得
ら
れ
た

【
器
楽
】

1
岡
山
県
立

目
　
標

弦
楽
合
奏
の
鑑
賞
を
行
い
、
実
際
に
演
奏
し
て
い
る
姿
を
見
た
り
、
音
を
聞
き
演
奏
家
と
話
を
す
る
こ
と
で
生
演
奏
の
良
さ
や
演
奏
家
の
思
い
を
知
り
、
音
楽
へ
の
理
解
や
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
知
る
。

岡
山
支
援
学
校

講
　
師

小
池
　
満
里
子
、
林
　
環

対
象
者

高
等
部
全
学
年
20
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
23
日
（
金
）
9：
00
～
9：
50
　
　
　
②
令
和
5年
9月
8日
（
金
）
9：
00
～
11
：
50

内
　
容

・
各
ク
ラ
ス
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
楽
器
紹
介
や
特
徴
、
由
来
を
聞
い
た
あ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
音
色
を
短
い
曲
に
の
せ
て
紹
介

・
授
業
で
学
ん
で
い
る
「
カ
ノ
ン
」
の
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
鑑
賞
し
た
あ
と
、
練
習
し
て
き
た
楽
器
で
合
奏
を
体
験

成
　
果

弦
楽
五
重
奏
の
生
演
奏
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
音
色
の
美
し
さ
や
迫
力
、
振
動
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、
い
つ
も
の
授
業
で
練
習
し
て
き
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど
の
楽
器
と
合
奏
す
る
経
験
を
通
し
て
一
体
感
を
感
じ
、
音
を
聞

い
て
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
育
て
ら
れ
た
。

【
映
像
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

2年
間
の
探
究
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
山
南
学
区
の
魅
力
を
動
画
に
し
て
地
域
や
世
界
に
発
信
す
る
。

山
南
学
園

講
　
師

皿
井
　
淳
介

対
象
者

9年
生
51
名

日
　
時

①
令
和
5年
6月
9日
（
金
）
14
：
45
～
15
：
35
　
　
　
②
令
和
5年
7月
10
日
（
月
）
14
：
00
～
15
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
10
月
6日
（
金
）
14
：
00
～
15
：
00
　
　
　
④
令
和
5年
11
月
2日
（
木
）
11
：
00
～
12
：
00

内
　
容

・
動
画
撮
影
、
動
画
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
　
　
　
・
映
像
制
作
の
仕
方
・
絵
コ
ン
テ
の
作
成
　
　
　
・
制
作
し
た
動
画
を
鑑
賞
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
手
直
し
を
行
い
動
画
を
完
成

成
　
果

今
ま
で
は
視
聴
者
の
目
線
で
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
て
い
た
が
、
制
作
者
の
目
線
で
物
事
を
と
ら
え
、
自
分
た
ち
の
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
化
し
、
相
手
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、

動
画
を
制
作
し
て
い
く
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
山
南
学
区
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
和
気
町
立

目
　
標

地
域
や
自
校
の
課
題
解
決
活
動
の
一
環
と
し
て
、
児
童
が
制
作
し
た
動
画
に
よ
る
発
信
活
動
を
行
う
。

佐
伯
小
学
校

講
　
師

横
山
　
千
秋

対
象
者

6年
生
16
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
21
日
（
木
）
10
：
45
～
12
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
9月
26
日
（
火
）
13
：
50
～
15
：
25

内
　
容

・「
魅
力
的
な
も
の
・
人
・
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
動
画
を
撮
る
た
め
の
題
材
決
め
、
台
本
づ
く
り
、
撮
影
な
ど
で
意
識
す
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

・
講
師
に
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
実
際
に
制
作
活
動
を
行
っ
た
　
　
　
・
児
童
が
撮
影
し
た
動
画
を
も
と
に
講
師
が
編
集
し
た
動
画
を
鑑
賞
し
た

成
　
果

・
動
画
を
制
作
し
発
信
す
る
と
き
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
相
手
意
識
を
も
つ
こ
と
や
、
伝
え
た
い
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ

・「
す
て
き
な
友
だ
ち
が
い
る
こ
と
」「
舟
岡
山
な
ど
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
」「
地
域
の
方
と
の
交
流
が
盛
ん
な
こ
と
」
な
ど
、
佐
伯
小
学
校
や
佐
伯
町
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
た
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
造
形
表
現
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

・
初
め
て
の
活
動
に
興
味
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
　
　
　
・
友
だ
ち
と
仲
良
く
体
験
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

西
大
寺
小
学
校

講
　
師

芝
　
眞
路

対
象
者

全
学
年
32
名

日
　
時

令
和
5年
9月
15
日
（
金
）
9：
00
～
12
：
10

内
　
容

・
粘
土
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
丸
め
た
り
、
ひ
も
状
に
の
ば
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
、
ひ
も
状
の
粘
土
を
ら
せ
ん
状
に
し
て
塔
を
つ
く
り
高
さ
を
競
っ
た

・
丸
め
た
新
聞
紙
の
上
に
、
薄
く
の
ば
し
た
粘
土
を
重
ね
、
鬼
や
動
物
な
ど
好
き
な
形
の
お
面
を
つ
く
っ
た

成
　
果

・
先
生
の
話
が
分
か
り
や
す
く
丁
寧
だ
っ
た
の
で
、
初
め
て
の
こ
と
に
不
安
が
強
か
っ
た
り
、
失
敗
を
嫌
が
る
子
ど
も
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
楽
し
ん
で
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

・
講
師
か
ら
の
「
自
由
で
い
い
よ
」
と
い
う
声
掛
け
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
作
品
を
認
め
て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
を
も
っ
て
最
後
ま
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

【
デ
ザ
イ
ン
】

1
矢
掛
町
立

目
　
標

外
部
の
講
師
に
来
て
い
た
だ
き
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
、
知
識
を
広
げ
、
技
能
を
高
め
る
。
主
体
的
に
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

三
谷
小
学
校

講
　
師

山
下
　
リ
ー
ル

対
象
者

4
～
6年
生
6名

日
　
時

①
令
和
6年
1月
18
日
（
木
）
14
：
45
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
6年
2月
15
日
（
木
）
14
：
45
～
15
：
30

内
　
容

お
気
に
入
り
の
本
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
作
成
。

成
　
果

自
分
達
で
考
え
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
も
っ
て
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
。

【
演
劇
】

1
倉
敷
市
立

二
万
小
学
校

目
　
標

本
校
の
児
童
は
、
人
前
で
表
現
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
や
苦
手
意
識
が
あ
る
。
今
年
度
の
学
芸
会
で
は
、
3・
4年
で
の
劇
、
5・
6年
で
の
劇
の
発
表
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
講
座
を
う
け
る
こ
と
で
、
演
じ
る
楽
し
さ
や
自

分
を
表
現
す
る
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
学
芸
会
へ
の
意
欲
付
け
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

講
　
師

難
波
　
り
か

対
象
者

3
～
6年
生
43
名

日
　
時

①
令
和
5年
11
月
13
日
（
月
）
10
：
40
～
11
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
11
月
27
日
（
月
） 
10
：
40
～
11
：
40
　
　
　
③
令
和
6年
1月
16
日
（
火
） 
11
：
00
～
12
：
00
　
　
　
④
令
和
6年
1月
22
日
（
月
） 
14
：
00
～
15
：
00

内
　
容

11
月
に
、
3・
4年
と
5・
6年
で
そ
れ
ぞ
れ
、
演
劇
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
学
芸
会
の
練
習
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
1月
か
ら
は
、
5・
6年
へ
の
演
技
指
導
を
お
願
い
し
た
。
場
面
ご
と
に
講
師
に
演
技
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
に
指
導
と
助
言
を
し
て
も
ら
う
形
で
行
っ
た
。

成
　
果

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
子
ど
も
た
ち
の
発
声
が
良
く
な
り
、
大
き
な
声
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
又
、
学
芸
会
の
練
習
を
見
て
も
ら
え
た
5・
6年
の
児
童
は
、
自
ら
せ
り
ふ
の
言
い
方
や
動
き
を
工
夫
す
る
よ
う
に
な
り
、
児
童
か

ら
「
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
え
た
の
が
よ
か
っ
た
」「
今
の
良
か
っ
た
よ
!と
す
ご
く
褒
め
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
出
た
。
本
番
は
楽
し
ん
で
い
き
い
き
と
演
技
が
で
き
た
。

【
現
代
詩
】

1
岡
山
市
立

蛍
明
小
学
校

目
　
標

自
分
の
思
い
・
考
え
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
児
童
が
多
い
為
、
表
現
力
の
向
上
を
図
る
一
環
と
し
て
詩
の
授
業
を
行
い
、
自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
開
放
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

講
　
師

中
尾
　
一
郎

対
象
者

1・
2・
4年
生
35
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
4日
（
月
）
9：
45
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
5年
9月
7日
（
木
） 
9：
45
～
11
：
35

内
　
容

草
野
心
平
「
春
の
う
た
」
や
他
校
の
同
じ
学
年
の
児
童
が
書
い
た
詩
を
読
み
、
多
様
な
表
現
方
法
と
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
、
五
感
を
は
た
ら
か
せ
な
が
ら
詩
を
作
成
。
そ
し
て
、
作
成
し
た
詩
を
共
有
し
、
友
だ
ち
の
書
い
た

詩
の
良
さ
を
見
つ
け
、
自
分
の
詩
を
な
お
し
た
り
つ
け
た
し
た
り
す
る
創
作
活
動
を
行
っ
た
。

成
　
果

・「
詩
」
と
「
作
文
」
の
ち
が
い
を
、
詩
の
作
成
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
　
　
　
・
自
分
が
思
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
表
現
で
工
夫
し
て
書
き
表
す
こ
と
が
で
き
た

・
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
に
向
け
て
、
集
中
し
て
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
、
書
く
こ
と
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
少
し
う
す
ら
い
だ
よ
う
に
感
じ
た
　
　
　
・
友
だ
ち
の
作
品
を
読
み
、
共
感
す
る
姿
が
み
ら
れ
た

【
作
文
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
井
原
市
立

目
　
標

作
文
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な
生
徒
た
ち
に
、
作
文
の
書
き
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
。

井
原
中
学
校

講
　
師

北
川
　
久
美
子

対
象
者

3年
生
13
7名

日
　
時

令
和
5年
7月
10
日
（
月
）
9：
55
～
11
：
45
、
13
：
40
～
15
：
30

内
　
容

作
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
指
導
い
た
だ
き
、
作
文
は
書
け
る
と
こ
ろ
か
ら
書
き
、
後
で
並
び
か
え
、
く
っ
つ
け
て
い
く
な
ど
生
徒
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
型
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

・
50
分
の
授
業
の
中
で
原
稿
用
紙
に
1
～
2枚
、
下
書
き
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
生
徒
が
多
か
っ
た

・
苦
手
と
し
て
い
る
作
文
の
書
き
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
「
な
ん
と
か
書
い
て
み
よ
う
」
と
や
る
気
を
出
し
た
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
た

【
話
し
方
】

1
岡
山
県
立

目
　
標

特
別
支
援
学
校
知
的
障
害
部
門
高
等
部
「
職
業
」
の
授
業
と
し
て
「
マ
ナ
ー
講
座
」
を
実
施
。
校
内
・
現
場
実
習
や
卒
業
後
の
職
業
生
活
に
生
か
す
た
め
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
。

西
備
支
援
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

知
的
障
害
部
門
高
等
部
全
学
年
38
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
4日
（
月
）
13
：
00
～
14
：
00
　
　
　
②
令
和
5年
9月
15
日
（
金
） 
10
：
30
～
11
：
30
、
13
：
00
～
14
：
00

内
　
容

・
職
業
生
活
を
過
ご
す
上
で
の
土
台
と
な
る
「
あ
い
さ
つ
」「
話
し
方
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
」
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
を
交
え
な
が
ら
学
習

・
ハ
キ
ハ
キ
と
話
す
た
め
の
発
声
練
習
や
、
お
辞
儀
の
練
習
　

成
　
果

学
習
後
、
学
校
生
活
で
の
友
だ
ち
や
教
師
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

2
岡
山
市
立

目
　
標

職
場
体
験
学
習
の
前
に
、
正
し
い
言
葉
遣
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
発
言
す
る
力
を
少
し
で
も
身
に
付
け
さ
せ
る
。

光
南
台
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2年
生
27
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
11
日
（
水
）
13
：
40
～
14
：
30

内
　
容

・
あ
い
さ
つ
や
お
辞
儀
の
意
義
や
そ
の
行
い
方
を
実
習
　
　
　
・
電
話
の
か
け
方
、
事
業
所
を
訪
問
し
た
と
き
の
言
葉
遣
い
、
接
客
の
仕
方
の
実
習
と
服
装
や
頭
髪
で
の
注
意
点

成
　
果

・
あ
い
さ
つ
の
声
が
大
き
く
な
り
、
笑
顔
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
　
　
　
・
職
場
体
験
学
習
に
向
け
て
、
言
葉
遣
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
服
装
な
ど
に
も
気
を
配
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

3
岡
山
市
立

目
　
標

職
場
体
験
に
向
け
た
マ
ナ
ー
講
座
と
職
場
体
験
活
動
中
の
話
し
方
の
伝
達
。

藤
田
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2年
生
12
0名

日
　
時

令
和
5年
10
月
12
日
（
木
）
13
：
40
～
15
：
00

内
　
容

・
職
場
体
験
に
向
け
て
の
あ
い
さ
つ
・
お
辞
儀
の
練
習
　
　
　
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
の
伝
達
　
　
　
・
職
場
体
験
先
で
心
が
け
る
こ
と
の
伝
達

成
　
果

生
徒
が
自
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
意
識
し
て
敬
語
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

4
井
原
市
立

目
　
標

発
表
や
挨
拶
の
際
に
大
切
な
発
声
の
仕
方
や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の
職
業
観
や
人
生
観
を
受
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
将
来
の
自
分
に
活
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

県
主
小
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

5・
6年
生
14
名

日
　
時

①
令
和
5年
9月
20
日
（
水
）
13
：
20
～
15
：
00
　
　
　
②
令
和
6年
2月
19
日
（
月
）
10
：
40
～
12
：
20

内
　
容

①
中
村
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
学
ぶ
、
声
の
出
し
方
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
仕
方
な
ど
。
大
切
に
し
て
い
る
生
き
方
考
え
方
な
ど

②
1年
間
の
取
り
組
み
の
ま
と
め
を
中
村
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
伝
え
る
（
発
表
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
す
る
こ
と
を
学
ぶ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
　
果

①
の
実
施
後
、
児
童
は
「
笑
顔
」
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
朝
の
会
で
毎
朝
継
続
し
て
「
笑
顔
」
で
の
あ
い
さ
つ
を
続
け
て
い
る

②
で
は
、
中
村
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
た
く
さ
ん
褒
め
て
も
ら
え
、
自
分
の
発
表
に
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
児
童
が
学
び
を
吸
収
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た

5
真
庭
市
立

目
　
標

2年
生
は
職
場
体
験
学
習
に
向
け
て
、
3年
生
は
面
接
試
験
に
向
け
て
基
本
的
な
礼
儀
作
法
を
学
ぶ
。

蒜
山
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2・
3年
生
87
名

日
　
時

令
和
5年
9月
25
日
（
月
）
13
：
50
～
15
：
40

内
　
容

2年
生
は
、
自
分
の
印
象
を
よ
く
す
る
た
め
の
あ
い
さ
つ
や
お
辞
儀
の
仕
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
る
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
学
ん
だ
。
そ
し
て
3年
生
は
、
人
前
で
話
す
と
き
の
心
構
え
な
ど
面
接
で
自
分
ら
し
さ

を
伝
え
る
方
法
を
学
ん
だ
。

成
　
果

場
体
験
や
面
接
試
験
に
役
立
つ
実
践
的
な
礼
儀
作
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
礼
儀
作
法
が
将
来
社
会
に
出
た
と
き
も
大
切
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
、「
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
活
か
し
た
い
」
と
多
く
の
生
徒
が
感
想
を
述
べ
て

い
た
。

【
対
話
型
鑑
賞
法
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
県
立

総
社
南
高
等
学
校

目
　
標

美
術
工
芸
系
の
生
徒
た
ち
は
日
頃
作
品
制
作
を
す
る
こ
と
は
多
い
が
、
鑑
賞
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
。
他
の
人
と
対
話
し
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
し
、
深
め
て
い
く
経
験
を
通
し
て
絵
を
鑑
賞
す
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
味

わ
う
と
と
も
に
、
自
分
一
人
で
は
気
が
付
か
な
い
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
を
知
り
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
に
し
て
表
現
す
る
力
を
育
て
る
。

講
　
師

片
山
　
眞
理
、
磯
田
　
敏
子
、
金
万
　
純
子
、
板
東
　
美
都
子
、
藤
井
　
和
子
、
武
本
　
賢
治

対
象
者

全
学
年
63
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
18
日
（
水
）
14
：
00
～
15
：
00

内
　
容

10
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
6つ
つ
く
り
、
１
回
約
20
分
か
け
て
2枚
の
絵
画
を
鑑
賞
（
1つ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
全
学
年
の
生
徒
が
混
ざ
る
よ
う
に
構
成
）。
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
活
動
の
後
、
ふ
り
返
り
を
行
い
代
表
の
生
徒
数
名
が
発
表
。

対
話
型
鑑
賞
活
動
の
前
に
講
師
に
よ
る
講
演
を
聴
講
し
、
そ
の
後
ま
と
め
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
、
全
体
で
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
構
成
で
行
っ
た
。

成
　
果

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
対
話
型
鑑
賞
を
「
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
回
答
。
約
9割
の
生
徒
が
、「
対
話
型
鑑
賞
法
を
通
し
て
自
分
の
ア
ー
ト
作
品
へ
の
見
方
に
変
化
が
起
き
た
」

と
回
答
し
た
（
昨
年
度
よ
り
こ
の
数
字
が
下
が
っ
た
の
は
、
昨
年
度
経
験
し
た
生
徒
が
半
数
以
上
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
）。

2
倉
敷
市
立

目
　
標

講
師
の
導
き
を
通
し
て
、
児
童
に
対
話
型
鑑
賞
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
、
教
師
も
対
話
型
鑑
賞
の
方
法
を
学
び
こ
れ
か
ら
の
指
導
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

乙
島
小
学
校

講
　
師

片
山
　
眞
理
、
磯
田
　
敏
子
、
藤
井
　
和
子

対
象
者

3年
生
56
名

日
　
時

令
和
5年
10
月
23
日
（
月
）
9：
00
～
11
：
55

内
　
容

「
ア
ー
ト
カ
ー
ド
」
で
気
に
な
る
1枚
を
選
び
、
ク
ラ
ス
全
員
で
岡
本
太
郎
作
「
躍
進
」
を
鑑
賞
。
続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
対
話
型
鑑
賞
を
体
験
。

成
　
果

児
童
は
対
話
に
よ
る
鑑
賞
を
通
し
て
絵
を
見
る
楽
し
さ
や
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
見
て
話
し
合
う
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
指
導
者
と
し
て
も
対
話
型
鑑
賞
法
の
す
ば
ら
し
さ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
進
め
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
活
か
し
て
い
く
た
め
の
学
び
が
大
き
か
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

3
勝
央
美
術
文
学
館

目
　
標

・
来
場
者
が
、
よ
り
深
い
作
品
体
験
を
で
き
る
ギ
ミ
ッ
ク
づ
く
り

・「
ア
ー
ト
の
今
　
岡
山
『
旅
』」
の
出
品
作
品
は
、
現
代
ア
ー
ト
の
中
で
も
比
較
的
分
か
り
や
す
い
作
品
が
多
く
、
と
も
す
れ
ば
通
り
一
遍
の
鑑
賞
に
陥
り
や
す
い
。
そ
こ
で
、
ア
ー
ト
ナ
ビ
岡
山
の
皆
さ
ん
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
、

多
く
の
視
点
を
も
っ
た
人
た
ち
が
い
ろ
ん
な
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
で
、
学
芸
員
さ
え
見
過
ご
し
て
い
る
別
の
解
釈
や
、
作
者
さ
え
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
な
意
味
性
を
見
つ
け
出
し
作
品
体
験
の
可
能
性
を
広
げ
て
も
ら
う

講
　
師

片
山
　
眞
理
、
板
東
　
美
都
子
、
森
　
弥
生
、
山
田
　
真
理
子

対
象
者

17
名
（
う
ち
子
ど
も
1名
）

日
　
時

令
和
5年
11
月
12
日
（
日
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　

内
　
容

「
ア
ー
ト
の
今
 岡
山
『
旅
』」
来
場
者
へ
、
よ
り
深
い
鑑
賞
体
験
を
提
供
し
参
加
者
が
、
ア
ー
ト
を
よ
り
「
身
近
に
」「
好
き
」
に
な
る
。

成
　
果

参
加
者
の
感
想
を
、
テ
キ
ス
ト
化
し
て
作
品
鑑
賞
の
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
お
互
い
に
違
う
感
想
を
話
し
合
っ
て
、
鑑
賞
を
深
め
、
学
芸
員
が
意
図
し
て
な
か
っ
た
よ
う
な
感
想
や
鑑
賞
法
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
と
て
も
新
鮮
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

4
倉
敷
芸
術
科
学
大
学

目
　
標

学
生
が
対
話
型
鑑
賞
の
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
タ
ー
に
関
す
る
実
地
研
修
を
行
う
。

講
　
師

片
山
　
眞
理

対
象
者

3年
生
6名

日
　
時

令
和
5年
11
月
25
日
（
土
）
15
：
30
～
16
：
30

内
　
容

倉
敷
市
立
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
絵
は
奏
で
、
物
語
る
―
は
る
か
な
る
時
空
の
旅
人
た
ち
―
」
展
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
み
る
を
楽
し
む
ア
ー
ト
ナ
ビ
岡
山
所
属
講
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
タ
ー
を
つ
と
め
る
実
際
の
対
話
型

鑑
賞
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
対
話
型
鑑
賞
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
。

成
　
果

留
学
生
を
含
む
6名
の
学
生
は
、
美
術
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
対
話
型
鑑
賞
実
施
に
お
け
る
活
動
を
体
験
し
、
美
術
館
で
の
双
方
向
型
の
作
品
鑑
賞
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

5
華
鴒
大
塚
美
術
館

目
　
標

①
博
物
館
学
芸
員
資
格
を
目
指
す
学
生
に
、
当
館
が
教
育
普
及
事
業
と
し
て
取
り
組
む
対
話
型
鑑
賞
法
に
つ
い
て
、
み
る
ナ
ビ
の
設
立
経
緯
や
活
動
に
触
れ
、
様
々
な
人
た
ち
と
の
協
働
に
つ
い
て
学
び
、
実
践
す
る

②
「
ア
ー
ト
の
今
岡
山
20
23
－
20
24
旅
展
」
開
催
に
あ
わ
せ
、
出
品
作
家
と
の
作
品
の
魅
力
・
見
方
を
深
め
る
た
め
実
施
す
る

講
　
師

片
山
　
眞
里
、
板
東
　
美
都
子
、
山
田
　
真
理
子
、
磯
田
　
敏
子

対
象
者

41
名
（
大
学
生
31
名
、
子
供
・
一
般
10
名
）

日
　
時

①
令
和
5年
12
月
14
日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
20
　
　
　
②
令
和
6年
2月
4日
（
日
）
13
：
30
～
14
：
30

内
　
容

①
・
対
話
型
鑑
賞
と
み
る
ナ
ビ
に
つ
い
て
説
明
　
　
　
・
所
蔵
作
品
で
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
　
　
　
・
鑑
賞
（
2作
品
）　
　
　
・
振
り
返
り

②
・
画
帖
で
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
　
　
　
・
鑑
賞
（
3作
品
）

成
　
果

①
・
博
物
館
に
求
め
ら
れ
る
外
部
と
の
交
流
、
連
携
に
つ
い
て
の
理
解
　
　
　
・
対
話
型
鑑
賞
法
か
ら
知
る
多
角
的
な
視
点
や
多
様
な
価
値
観

②
・
現
代
美
術
に
対
す
る
関
心
と
鑑
賞
の
楽
し
さ
　
　
　
・
対
話
型
鑑
賞
法
へ
の
関
心
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学校出前講座講師所感

栗坂　祐子（伝統文化部門／箏曲）
　ここ数年、箏曲の出前講座で授業をさせていただいていま
す。お箏ならではの音色の美しさを直に感じたり、実際に楽
器に触れたりする機会を少しでも子どもたちに提供できたら
と考えて活動しています。
　授業の中では、柱(じ)を移動させることで調絃できること
を知り、クイズを楽しみながらお箏という楽器について学び
ました。続いて、爪をはめて代表曲の「さくら さくら」を
弾いてみました。座り方、姿勢、爪のあて方などに気をつけ
て、最後には簡単な合奏もすることができました。子どもた
ちからは、「最初は難しかったけど、だんだん弾けるように
なってきた」「お箏を弾くのは楽しいなあ」などの声が聞か
れました。今後は、「もっと弾きたい」という子どもたちの
思いが実現できる工夫が必要だと感じています。

北川　拓治（伝統文化部門／川柳）
　６月８日の朝、我が家を７時に出発。少し眠い目を擦りな
がらの運転、１時間半余りで目的地の真庭市・川上小学校に
到着。蒜山三座が目の前に見える絶好のロケーションにあり、
きれいな学校に脱帽。
　それから約２時間、半世紀余り培った私の川柳をどれだけ
聞いていただけるかが正念場。児童たちの好奇心に何をぶつ
け、反応を待つかが大きな課題でしたが、そんな不安はいっ
ぺんに解決しました。素直な感性と観光地であるがゆえに、
人との会話に慣れている様子で、次々と作句してくれます。
素直な句、純粋な句、子どもらしい句に、嬉しい悲鳴であり、
私自身も大きな収穫がありました。
　さすがに高学年になると、自分の思いや感情が入り、川柳
らしい作品や社会に対する批判的な句も多くあったことは、
学校教育の底辺の広がり、教育の広がりを痛感しました。
　貴重な時間をいただき、私自身もいい勉強になりました。
　これを通して、少しでも川柳が身近なものになればと思っ
ています。

土師　由美子（一般文化芸術部門／吹奏楽）
　管楽器は１人でも楽しく演奏できますし、楽器を持ち寄っ
て仲間と一緒に合奏をすることで、音楽やコミュニケーショ
ンを楽しみながら集中力や状況判断力、自発的な行動力など、
学校や世の中で必要なスキルを自然に身につけていくことの
できる素晴らしい楽器です。
　限られた時間の中で一生懸命練習に取り組まれている生徒
さんが、自らの力でステップアップしていくことの楽しさに
気付くきっかけになればいいなという思いを強く持って毎回
訪問をさせていただいています。
　わかった！できた！の笑顔の瞬間に立ち会えるこの貴重な
機会をいつも大切に、そして幅広い年代の方が管楽器の魅力
に出合う橋渡しとなれるように、コツコツと頑張って行きた
いと思います。

横山　千秋（一般文化芸術部門／映像）
　今回の出前授業では、まず子どもたちに映像で表現したい
テーマを決めて構成を考えてもらいました。そして普段の授
業でも活用しているタブレット端末を使ってそれぞれ撮影。
その素材を私が受け取って簡単に編集しました。
　「ユーチューバーもテレビ番組を作る人も、実は事前に何
を伝えたいかを整理して、いろいろ調べたり、下見に行った
り、準備をしてから撮影しているんだよ」
　今回伝えたかったポイントです。
　できた映像をみんなで鑑賞すると、カットとカットがつな
がってストーリーが立ち上がっていくことに、歓声があがっ
たり笑いが起きたりしました。
　子どもたちと対話することで、日頃いかに暗黙知や経験知、
身内だけに伝わる言語に頼って仕事をしているのかを思い知
りました。私にとっても自身の仕事を見つめ直す良い機会と
なりました。
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